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(54)【発明の名称】通信システム、および、身体装着型無線通信端末。

(57)【要約】

【課題】  使い勝手に関する基本的な機能を低下させる

ことなく、携帯性を向上させることのできる通信端末シ

ステム、および、身体装着型無線通信端末を提供する。

【解決手段】  親端末Ａ及びこの親端末Ａと通信可能な

子端末Ｂ－１、Ｂ－２、Ｂ－３とを備えている。親端末

Ａは、無線デジタル送受機能付携帯電話端末であって、

無線基地局１、移動体通信網２、及びネットワーク（有

線電話網）３を介して、有線電話４やＰＣ５に接続可能

であるとともに、ネットワーク（インターネット等）６

を介してサーバ７やＰＣ８に接続可能であり、さらには

基地局１を介して、他の携帯電話端末Ａ－１や携帯情報

機器９に接続可能である。一方、子端末Ｂ－１はリモー

トダイアル装置であり、子端末Ｂ－２はリモート表示装

置であり、子端末Ｂ－３はリモート送受話装置である。

また、各子端末Ｂ－１～Ｂ－３は腕時計型である。
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【特許請求の範囲】

【請求項１】  システム外部と通信可能な親端末と、こ

の親端末と無線通信可能な子端末とで構成される通信シ

ステムであって、

前記親端末において実現すべき前記システム外部との通

信機能の一部を前記子端末が備え、

前記無線通信により前記親端末を介して前記子端末と前

記システム外部との通信を実現する実現手段を備えたこ

とを特徴とする通信システム。

10【請求項２】  前記子端末は、前記外部システムとの通

信機能の一部として、

前記親端末が発呼動作を行うに必要な発呼データを入力

するための入力手段と、

この入力手段により入力された発呼データを前記親端末

に送信する送信手段とを備えたことを特徴とする請求項

１に記載の通信システム。

【請求項３】  前記子端末は、前記外部システムとの通

信機能の一部として、

前記親端末から送信される着信信号と表示データとを受

20信する受信手段と、

この受信手段が受信した信号及び表示データに基づき表

示動作する表示手段とを備えたことを特徴とする請求項

１に記載の通信システム。

【請求項４】  前記表示手段は、前記受信手段が受信し

た信号及び表示データに基づき画像を表示することを特

徴とする請求項３に記載の通信システム。

【請求項５】  前記子端末は、撮像手段と、

前記外部システムとの通信機能の一部として、前記撮像

手段によって撮像された画像データを、親端末を介して

30前記外部システムへ送信する送信手段とを備えたことを

特徴とする請求項１に記載の通信システム。

【請求項６】  前記子端末は、前記外部システムとの通

信機能の一部として、

前記親端末から送信される音声信号を受信する受信手段

と、

この受信手段が受信した音声信号に基づき音声を再生す

る再生手段と、

音声を検出して音声信号を生成する音声信号生成手段

と、

40この音声信号を前記親端末に送信する送信手段とを備え

ることを特徴とする請求項１に記載の通信システム。

【請求項７】  前記親端末は、第１の無線電波によりシ

ステム外部と通信を行い、前記子端末とは第２の無線電

波により通信を行うことを特徴とする請求項１から６の

何れかに記載の通信システム。

【請求項８】  前記子端末は、使用者が腕に装着して好

適な形状を模すことを特徴とする請求項１から７の何れ

かに記載の通信システム。

【請求項９】  第１の無線電波により外部システムと通

50信可能な親端末と、

この第１の無線電波とは異なる第２の無線電波により無

線通信する通信手段と、

この通信手段によって得られるデータに基づいて、前記

外部システムと前記親端末との間で実現されるべき機能

の一部を実行する実行手段とを備えたことを特徴とする

身体装着型無線通信端末。

【請求項１０】  前記実行手段として前記親端末が発呼

動作を行うに必要な発呼データを入力するための入力手

段を備え、前記通信手段は、この入力手段により入力さ

10 れた発呼データを前記親端末に送信することを特徴とす

る請求項９に記載の身体装着型無線通信端末。

【請求項１１】  前記通信手段は前記親端末から送信さ

れる着信信号と表示データとを受信し、前記実行手段と

してこの受信した信号及び表示データに基づき表示動作

する表示手段を備えたことを特徴とする請求項９に記載

の身体装着型無線通信端末。

【請求項１２】  前記表示手段は、前記受信した信号及

び表示データに基づき画像を表示することを特徴とする

請求項１１に記載の身体装着型無線通信端末。

20 【請求項１３】  撮像手段を更に備え、前記実行手段と

して、前記通信手段に対し前記撮像手段によって撮像さ

れた画像データを、親端末を介して前記外部システムへ

送信させるよう制御する第１の通信制御手段を備えたこ

とを特徴とする請求項９に記載の身体装着型無線通信端

末。

【請求項１４】  前記通信手段は前記親端末から送信さ

れる音声信号を受信し、前記実行手段としてこの受信し

た音声信号に基づき音声を再生する再生手段と、

音声を検出して音声信号を生成する音声信号生成手段

30 と、

この音声信号を前記親端末に送信すべく前記通信手段を

制御する第２の通信制御手段とを備えることを特徴とす

る請求項９に記載の身体装着型無線通信端末。

【請求項１５】  使用者が腕に装着して好適な形状を模

すことを特徴とする請求項９から１４の何れかに記載の

身体装着型無線通信端末。

【発明の詳細な説明】

【０００１】

【発明の属する技術分野】本発明は、システム外部と通

40 信可能な親端末と、この親端末無線通信可能な子端末と

で構成される通信システム、および、身体装着型無線通

信端末に関する。

【０００２】

【従来の技術】今日においては、デジタル化の進展やイ

ンターネットの普及により、携帯電話やＰＨＳ等の移動

体通信でも、高速データ通信やパケット通信サービスが

始まり、音声以外のデータ通信利用も急増している。ま

た、ＰＤＡ(Personal DigitalAssistant)やノートＰＣ

(Personal Computer)を携帯電話やＰＨＳに接続し、移

50 動体通信網と公衆網やインターネットを介して、オフィ
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スあるいは家庭のサーバーやＰＣとリモート接続し、外

出先からファイル転送や電子メール、ＷＷＷ(World Wid

e Web)に利用するモバイルコンピューティングも普及す

るに至っている。

【０００３】一方、携帯電話（セルラー）やＰＨＳ（Pe

rsonal Handyhpone Ｓystem）等の移動体通信端末は、

近年急速に小型軽量化が進んでおり、数グラム程度の携

帯電話端末、腕時計型のＰＨＳ端末やセルラー端末が開

発されるに至っている。さらには、携帯電話端末への着

10信を振動報知する腕時計型の着信報知装置や、呼出メッ

セージを受信する腕時計型ページャー端末も市販される

に至っている。また、有線電話端末においては、親機と

子機とが無線通信可能な親子電話やコードレス電話の携

帯型子機等も出現するに至っている。

【０００４】

【発明が解決しようとする課題】したがって、かかる現

状においては、各種通信端末等を例えば腕時計型とする

ことにより、携帯性を向上させたり置き忘れを防止する

ことも技術的に可能であろう。しかしながら、単一の装

20置に携帯電話機能を全て内蔵させると、その体積は必然

的に大きくなり、腕時計としての装着性や装飾性が損な

われてしまう。また、限られた容積内に多数の部品が集

約的に配置されることから、個々の部品は可及的に小型

化されることが強く要求される。このため、充分な面積

の表示部を実装したり、操作し易い大きさのキーを設け

たり、あるいは容量的に充分な電池を搭載すること等が

困難となり、表示性や操作性、電池容量等の使い勝手に

関する基本的な機能を低下させざるを得なくなってしま

う。

30【０００５】本発明は、このような課題に鑑みてなされ

たものであり、使い勝手に関する基本的な機能を低下さ

せることなく、携帯性を向上させることのできる通信シ

ステム、および、身体装着型通信端末を提供することを

目的とするものである。

【０００６】

【課題を解決するための手段】前記課題を解決するため

に請求項１記載の発明にかかる通信システムにあって

は、システム外部と通信可能な親端末と、この親端末と

無線通信可能な子端末とで構成される通信システムであ

40って、前記親端末において実現すべき前記システム外部

との通信機能の一部を前記子端末が備え、前記無線通信

により前記親端末を介して前記子端末と前記システム外

部との通信を実現する実現手段を備えている。したがっ

て、親端末と子端末とを携帯することにより、子端末に

て親端末を介してシステム外部との通信を実現し得る。

ここで、親端末において実現すべきシステム外部との通

信機能の一部は子端末が備えていることから、親端末を

小型化できるのみならず、充分な面積の表示部を実装し

たり、操作し易い大きさのキーを設けたり、あるいは容

50量的に充分な電池を搭載すること等が可能となり、表示

性や操作性、電池容量等の使い勝手に関する基本的な機

能を確保することができる。また、子端末は親端末にお

いて実現すべきシステム外部との通信機能の一部を備え

ているに過ぎないことから、大型化することはない。

【０００７】また、請求項２記載の発明にかかる通信シ

ステムにあっては、前記子端末は、前記外部システムと

の通信機能の一部として、前記親端末が発呼動作を行う

に必要な発呼データを入力するための入力手段と、この

入力手段により入力された発呼データを前記親端末に送

10 信する送信手段とを備える。したがって、親端末と子端

末とを携帯することにより、親端末を取り出すことな

く、子端末での入力操作により、親端末を発呼動作させ

ることができる。

【０００８】また、請求項３記載の発明にかかる通信シ

ステムにあっては、前記子端末は、前記外部システムと

の通信機能の一部として、前記親端末から送信される着

信信号と表示データとを受信する受信手段と、この受信

手段が受信した信号及び表示データに基づき表示動作す

る表示手段とを備える。したがって、親端末と子端末と

20 を携帯することにより、親端末を取り出すことなく、親

端末が受信した信号やデータの視認を子端末で行うこと

ができる。

【０００９】また、請求項４記載の発明にかかる通信シ

ステムにあっては、前記表示手段は、前記受信手段が受

信した信号及び表示データに基づき画像を表示する。し

たがって、親端末と子端末とを携帯することにより、親

端末を取り出すことなく、子端末で画像を視認すること

ができる。

【００１０】また、請求項５記載の発明にかかる通信シ

30 ステムにあっては、前記子端末は、撮像手段と、前記外

部システムとの通信機能の一部として、前記撮像手段に

よって撮像された画像データを、親端末を介して前記外

部システムへ送信する送信手段とを備える。したがっ

て、この撮像手段を備える子端末を携帯することによ

り、親端末が有していない撮像機能を付加することがで

きるとともに、撮像した画像の親端末への送信、さらに

は親端末からシステム外部への送信も行うことが可能と

なる。

【００１１】また、請求項６記載の発明にかかる通信シ

40 ステムにあっては、前記子端末は、前記外部システムと

の通信機能の一部として、前記親端末から送信される音

声信号を受信する受信手段と、この受信手段が受信した

音声信号に基づき音声を再生する再生手段と、音声を検

出して音声信号を生成する音声信号生成手段と、この音

声信号を前記親端末に送信する送信手段とを備える。し

たがって、この親端末と子端末とを携帯することによ

り、親端末を取り出すことなくハンズフリーの状態で、

子端末からの音声出力と子端末への音声入力とにより、

通話を行うことができる。

50 【００１２】また、請求項７記載の発明にかかる通信シ
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ステムにあっては、前記親端末は、第１の無線電波によ

りシステム外部と通信を行い、前記子端末とは第２の無

線電波により通信を行う。つまり、システム外との通信

は第１の無線電波により行い、システム内の通信は第１

の無線電波とは異なる第２の無線電波により行う。

【００１３】また、請求項８記載の発明にかかる通信シ

ステムにあっては、前記子端末は、使用者が腕に装着し

て好適な形状を模す。したがって、親端末をポケットや

鞄等に入れて携帯し、子端末を腕に装着して携帯するこ

10とができ、これにより携帯時の利便性が発生する。

【００１４】また、請求項９記載の発明にかかる身体装

着型無線通信端末にあっては、第１の無線電波により外

部システムと通信可能な親端末と、この第１の無線電波

とは異なる第２の無線電波により無線通信する通信手段

と、この通信手段によって得られるデータに基づいて、

前記外部システムと前記親端末との間で実現されるべき

機能の一部を実行する実行手段とを備える。したがっ

て、この身体装着型無線通信端末を携帯することによ

り、外部システムと前記親端末との間で実現されるべき

20機能の一部を実現し得る。しかも、この身体装着型無線

通信端末は、親端末において実現すべきシステム外部と

の通信機能の一部を備えているに過ぎないことから、大

型化することはない。

【００１５】また、請求項１０記載の発明にかかる身体

装着型無線通信端末にあっては、前記実行手段として前

記親端末が発呼動作を行うに必要な発呼データを入力す

るための入力手段を備え、前記通信手段は、この入力手

段により入力された発呼データを前記親端末に送信す

る。したがって、この身体装着型無線通信端末を携帯す

30ることにより、該身体装着型無線通信端末での入力操作

により、親端末を発呼動作させることができる。

【００１６】また、請求項１１記載の発明にかかる身体

装着型無線通信端末にあっては、前記通信手段は前記親

端末から送信される着信信号と表示データとを受信し、

前記実行手段としてこの受信した信号及び表示データに

基づき表示動作する表示手段を備える。したがって、こ

の身体装着型無線通信端末を携帯することにより、親端

末が受信した信号やデータの視認を身体装着型無線通信

端末で行うことができる。

40【００１７】また、請求項１２記載の発明にかかる身体

装着型無線通信端末にあっては、前記表示手段は、前記

受信した信号及び表示データに基づき画像を表示する。

したがって、この身体装着型無線通信端末を携帯するこ

とにより、親端末を取り出すことなく、身体装着型無線

通信端末で画像を視認することができる。

【００１８】また、請求項１３記載の発明にかかる身体

装着型無線通信端末にあっては、撮像手段を更に備え、

前記実行手段として、前記通信手段に対し前記撮像手段

によって撮像された画像データを、親端末を介して前記

50外部システムへ送信させるよう制御する第１の通信制御

手段を備える。したがって、この撮像手段を備える身体

装着型無線通信端末を携帯することにより、親端末が有

していない撮像機能を付加することができるとともに、

撮像した画像の親端末への送信、さらには親端末からシ

ステム外部への送信も行うことが可能となる。

【００１９】また、請求項１４記載の発明にかかる身体

装着型無線通信端末にあっては、前記通信手段は前記親

端末から送信される音声信号を受信し、前記実行手段と

してこの受信した音声信号に基づき音声を再生する再生

10 手段と、音声を検出して音声信号を生成する音声信号生

成手段と、この音声信号を前記親端末に送信すべく前記

通信手段を制御する第２の通信制御手段とを備える。し

たがって、この身体装着型無線通信端末を携帯すること

により、親端末を取り出すことなくハンズフリーの状態

で、身体装着型無線通信端末からの音声出力と子端末へ

の音声入力とにより、通話を行うことができる。

【００２０】また、請求項１５記載の発明にかかる身体

装着型無線通信端末にあっては、使用者が腕に装着して

好適な形状を模す。したがって、親端末をポケットや鞄

20 等に入れて携帯し、身体装着型無線通信端末を腕に装着

して携帯することができ、これにより携帯時の利便性が

発生する。

【００２１】

【発明の実施の形態】以下、本発明の実施の形態を図に

従って説明する。

（第１の実施の形態）図１に示すように、第１の実施の

形態にかかるシステムは、親端末Ａ及びこの親端末Ａと

通信可能な子端末Ｂ－１、Ｂ－２、Ｂ－３とを備えてい

る。親端末Ａは、無線デジタル送受機能付携帯電話端末

30 であって、無線基地局１、移動体通信網２、及びネット

ワーク（有線電話網）３を介して、有線電話４やＰＣ５

に接続可能であるとともに、ネットワーク（インターネ

ット等）６を介してサーバ７やＰＣ８に接続可能であ

り、さらには基地局１を介して、他の携帯電話端末Ａ－

１や携帯情報機器９に接続可能である。一方、子端末Ｂ

－１はリモートダイアル装置であり、子端末Ｂ－２はリ

モート表示装置であり、子端末Ｂ－３はリモート送受話

装置である。また、各子端末Ｂ－１～Ｂ－３は腕時計型

であって、装置本体１０１、２０１、３０１と、この装

40 置本体１０１、２０１、３０１の両端部に係止されたリ

ストバンド１０２、２０２、３０２で構成されている。

【００２２】（親端末Ａ）図２は、無線デジタル送受機

能付携帯電話端末である親端末Ａの回路構成を示すブロ

ック図である。同図に示すように、この回路は携帯電話

として機能を発生する携帯電話機能部４０１と、子端末

Ｂ－１～Ｂ－３との無線によるデータリンクを確立する

ためのリンクソフト部４０２及びリンクハード部４０３

に大別される。携帯電話機能部４０１は、周知の携帯電

話端末が備える回路と同様であって、バス４０４に接続

50 されたＣＰＵ４０５を有している。さらにバス４０４に
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は、送受信部４０６、通信処理部４０７、プログラムメ

モリ４０８、時計部４０９、表示Ｉ／Ｆ４１０、ドライ

バ４１１、ＳＩＭカード４１２、データメモリ４１３、

入出力Ｉ／Ｆ４１４、操作入力部４１５、音声復号符号

処理部４１６が接続されている。

【００２３】送受信部４０６は、前記無線基地局１との

間で音声信号が重畳された電波を送受信するアンテナ４

１７を有し、受信された音声信号は送受信共用器４１８

を介して低雑音増幅器４５１に与えられ、シンセサイザ

10ー４２１から信号を与えられて動作する復調部４１９に

より復調され、等化器４２０により等化処理されてチャ

ンネル符号／復号処理を行う通信処理部４０７に与えら

れる。また、通信処理部４０７で符号化されたされた送

信音声信号は、シンセサイザー４２１から信号を与えら

れて動作する変調部４２２により変調されて、電力増幅

部４２３により増幅され、送受信共用器４１８を介して

アンテナ４１７から放射される。

【００２４】プログラムメモリ４０８は、ＲＯＭからな

り、アプリケーション・ソフトウェア、上位レイヤプロ

20トコル、ドライバソフトウェアを格納しているエリアを

有し、ＣＰＵ４０５は、このプログラムメモリ４０８に

格納されている各種プログラムに基づき、各回路部を制

御する。また、時計部４０９は、現在時刻等を計時する

ものである。表示Ｉ／Ｆ４１０は、表示ドライバ４２４

を介してＬＣＤからなる表示部４２５に接続されてお

り、表示部４２５は親端末Ａの本体前面に配置されてい

る。そして、ＣＰＵ４０５の制御下で表示ドライバ４２

４が表示部４２５を駆動することにより、表示部４２５

に各種情報やメールを構成する文字等が表示される。Ｃ

30ＰＵ４０５の制御下でドライバ４１１は、ＬＥＤ４２６

を駆動するものであり、ＬＥＤ４２６は親端末Ａの本体

所定箇所に配置されている。

【００２５】ＳＩＭカード４１２は、当該親端末Ａの端

末ＩＤ等の加入者情報を記憶している。データメモリ４

１３はＲＡＭであって、複数の発呼先氏名と電話番号と

で構成されるメモリダイアル情報や受信データ等の各種

データを格納するとともに、ＣＰＵ４０５のワークエリ

アとしても使用される。入出力Ｉ／Ｆ４１４は、後述す

るリンクソフト部４０２の入出力Ｉ／Ｆ４３０とデータ

40の入出力を行うものであり、操作入力部４１５は親端末

Ａの本体前面に配置されているキーで構成される。音声

復号符号処理部４１６は、音声コーデックであって、バ

イブレータモータ４２７、スピーカ４２８、マイク４２

９が接続されている。バイブレータモータ４２７は、ス

ピーカ４２８がオフ状態にある場合において音声復号符

号処理部４１６により復号された呼出音に同期して回転

して振動を発生するものである。スピーカ４２８は音声

復号符号処理部４１６が復号した呼出音及び受話音声を

再生し、マイクは入力音声を検出して音声復号符号処理

50部４１６に入力し、この入力音声信号は音声復号符号処

理部４１６により符号化される。

【００２６】前記リンクソフト部４０２は、バス４３１

に接続されたＣＰＵ４３２を有している。さらにバス４

３１には、ＲＯＭ４３３、ＳＲＡＭ４３４、ソフトウェ

ア格納部４３５、前記入出力Ｉ／Ｆ４３０、パケット出

力部４３６、接続制御部４１７、パケット入力部４８

８、無線デバイスＩＤ部４３９が接続されている。ＣＰ

Ｕ４３２は、ＲＯＭ４３３に格納されているシステムプ

ログラムに基づき、ソフトウェア格納部４３５に格納さ

10 れている「リンク管理ソフトウェア」「ハード制御ソフ

トウェア」及び「その他ソフトウェア」に従って、この

リンクソフト部４０２の各部のみならず、リンクハード

部４０３の各部を制御するものである。

【００２７】パケット出力部４３６は、接続制御部４１

７により制御されてパケットデータを、リンクハード部

４０３のＲＦ制御部４４０に供給し、パケット入力部４

８８は、ＲＦ制御部４４０からのパケットデータを取り

込む。無線デバイスＩＤ部４３９は、このリンクソフト

部４０２に固有のＩＤを記憶ししている。

20 【００２８】リンクハード部４０３は、前記子端末Ｂ１

～Ｂ３と電波の授受を行うアンテナ４４１を備えてい

る。この電波は近接無線通信を行うための、例えば、Ｂ

ｌｕｅｔｏｏｔｈに準拠する２．４ＧＨｚ帯のＩＳＭバ

ンド周波数帯であり、本実施の形態において、この周波

数帯において周波数ホッピング方式の拡散通信を行うこ

とにより子端末Ｂ－１～３とのデータリンクを行う。そ

して、このアンテナ４４１により受信された電波は、ア

ンテナスイッチを切換制御するスイッチ制御部４４２を

介して、受信部４４３により受信され、ＯＳＣ４４６が

30 接続された周波数シンセサイザー４４７からの信号を受

けて動作する拡散復調部４４４により復調される。この

拡散復調部４４４により拡散復調された受信信号は、情

報復調部４４５によりパケット情報として復調され、Ｒ

Ｆ制御部４４０からリンクソフト部４０２のパケット入

力部４３８に入力される。

【００２９】また、リンクソフト部４０２のパケット出

力部４３６からＲＦ制御部４４０に入力された送信信号

は、情報変調部４４８により情報変調され、拡散変調部

４４９により拡散変調される。この拡散変調部４４９に

40 より拡散変調された送信信号は、送信部４５０及びスイ

ッチ制御部４４２を介してアンテナ４１１から放射され

るように構成されている。

【００３０】図３は、親端末Ａが携帯電話端末として機

能するときの動作を示すフローチャートである。すなわ

ち、着呼制御チャンネル（Ｐ－ＣＨ）をサーチし（ステ

ップＳ４０１）、サーチした着呼制御チャンネル（Ｐ－

ＣＨ）受信強度が最大のチャンネルであるか否かを判断

する（ステップＳ４０２）。受信強度最大のチャンネル

であるならば、現時点の受信チャンネルが前回の受信チ

50 ャンネルと同一であるか否かを判断し、同一でない場合
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には位置登録を行う（ステップＳ４０４）。同一である

場合には、既に位置登録はなされていることから、ステ

ップＳ４０４の処理を行うことなく、現在呼出制御チャ

ンネル（Ｐ－ＣＨ）を選択設定する。しかる後に、待ち

受け処理（ステップＳ４０５）を実行して待ち受け状態

に移行する。

【００３１】この待ち受け状態においては、選択チャン

ネルで通信可能か否かを監視し（ステップＳ４０７）、

通信不可能となった場合には、ステップＳ４０１からの

10処理を再実行する。通信可能な状態にあるならば、発呼

又は着呼があったか否かを判断し（ステップＳ４０８、

Ｓ４０９）、発呼があったならば発呼処理を実行し（ス

テップＳ４１１）、着呼があったならば着呼処理を実行

する（ステップＳ４１０）。引き続き、通話又はデータ

通信を行い（ステップＳ４１２）、このとき通話／デー

タ通信中での移動に伴って通信する基地局が変化した場

合には、チャンネル切り替えを実行する（ステップＳ４

１３）。また、通話又はデータの通信が終了するまで

（ステップＳ４１４）、通話／データ通信処理を実行し

20（ステップＳ４１２）、通話又はデータの通信が終了し

たならば（ステップＳ４１４がＹＥＳ）、終話処理を実

行した後（ステップＳ４１５）、待ち受け状態に移行す

る（ステップＳ４０６）。

【００３２】（子端末Ｂ－１）図４は、前記子端末Ｂ－

１の外観構造等を示すものである。この子端末Ｂ－１

は、前述のように腕時計型であって、装置本体１０１と

その両端部に係止されたリストバンド１０２、１０２と

で構成されている。装置本体１０１の上面略中央部に

は、ダイアル入力表示部１０３と通信先選択表示部１０

30４とが設けられており、一端部にはオンフックスイッチ

１０５とオフフックスイッチ１０６が設けられていると

ともに、両フックスイッチ１０５、１０６間に表示選択

操作部１０７が設けられている。また、装置本体１０１

の一端部に延設された延設部１０８には、内部にアンテ

ナ１０９が配置され、表面部に複数のキーで構成される

ダイアル操作入力部１１０が設けられている。

【００３３】なお、同図に示すように、この子端末Ｂ－

１と無線リンク関係を形成する親端末は、携帯電話機型

の親端末Ａに限らず、ペン型の親端末Ａ－２や電子手帳

40型のの親端末Ａ－３であってもよい。

【００３４】図５は、子端末Ｂ－１の回路構成を示すブ

ロック図である。同図に示すように、この回路は腕時計

として基本的な機能を発生する時計機能部１１１と、親

端末Ａとのリンクを確立するためのリンクソフト部１１

２及びリンクハード部１１３に大別される。時計機能部

１１１は、周知のデジタル式腕時計が備える回路を具備

しており、バス１１４に接続されたＣＰＵ１１５を有し

ている。さらにバス１１４には、プログラムメモリ１１

６、時計部１１７、表示Ｉ／Ｆ１１８、キー入力部１１

50９、データメモリ１２０、入出力Ｉ／Ｆ１２１、外部Ｉ

／Ｏインターフェース１２２、及びアンプ１２３が接続

されている。

【００３５】プログラムメモリ１１６は、ＲＯＭからな

り、時計機能等を発生させるためのシステムプログラム

を記憶しており、ＣＰＵ１１５は、このプログラムメモ

リ１１６に格納されている各種プログラムに基づき、各

部を制御する。また、時計部１１７は、現在時刻を計時

するものである。表示Ｉ／Ｆ１１８は、表示ドライバ１

２４を介してＬＣＤからなる表示部１２５に接続されて

10 おり、表示部１２５は前記ダイアル入力表示部１０３と

通信先選択表示部１０４とを有している。そして、ＣＰ

Ｕ１１５の制御下で表示ドライバ１２４が表示部１２５

を駆動することにより、ダイアル入力表示部１０３にダ

イアル操作入力部１１０で入力された相手先電話番号が

表示され、通信先選択表示部１０４に相手氏名が表示さ

れるように構成されている（図４参照）。

【００３６】キー入力部１１９は、前記オンフックスイ

ッチ１０５、オフフックスイッチ１０６、表示選択操作

部１０７、ダイアル操作入力部１１０を有している。デ

20 ータメモリ１２０はＲＡＭであって、複数の発呼先氏名

と電話番号とで構成されるメモリダイアル情報が記憶さ

れるとともに、ＣＰＵ１１５のワークエリアとしても使

用される。入出力Ｉ／Ｆ１２１は、後述するリンクソフ

ト部１１２の入出力Ｉ／Ｆ１３０とデータの入出力を行

うものである。外部Ｉ／Ｏインターフェース１２２は、

接続される他の電子機器とのデータ入出力を行うもので

あり、アンプ１２３には、バイブレータモータ１２６、

スピーカ１２７とが接続されている。バイブレータモー

タ１２６は、スピーカ１２７がオフ状態にある場合にお

30 いてアラーム音に代えて振動を発生するものであり、ス

ピーカ１２７はアラーム音を発生させるためのもであ

る。

【００３７】この子端末Ｂ－１のリンクソフト部１１２

とリンクハード部１１３の回路構成は、前述した親端末

Ａのリンクソフト部４０２とリンクハード部４０３の回

路構成と同様であり、これにより両者が無線リンクされ

るように構成されている。すなわち、リンクソフト部１

１２は、バス１２９に接続されたＣＰＵ１３２を有して

いる。さらにバス１２９には、ＲＯＭ１３３、ＳＲＡＭ

40 １３４、ソフトウェア格納部１３５、前記入出力Ｉ／Ｆ

１３０、パケット出力部１３６、接続制御部１１７、パ

ケット入力部１８８、無線デバイスＩＤ部１３９が接続

されている。ＣＰＵ１３２は、ＲＯＭ１３３に格納され

ているシステムプログラムに基づき、ソフトウェア格納

部１３５に格納されている「リンク管理ソフトウェア」

「ハード制御ソフトウェア」及び「その他ソフトウェ

ア」に従って、このリンクソフト部１１２の各部みなら

ず、リンクハード部１１３の各部を制御するものであ

る。

50 【００３８】パケット出力部１３６は、接続制御部１１
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７により制御されてパケットデータを、リンクハード部

１１３のＲＦ制御部１４０に供給し、パケット入力部１

８８は、ＲＦ制御部１４０からのパケットデータを取り

込む。無線デバイスＩＤ部１３９は、このリンクソフト

部１１２に固有のＩＤを記憶ししている。

【００３９】リンクハード部１１３は、親端末Ａと電波

の授受を行う前記アンテナ１０９を備えている。この電

波は近接無線通信を行うための、例えば、Ｂｌｕｅｔｏ

ｏｔｈに準拠する２．４ＧＨｚ帯のＩＳＭバンド周波数

10帯であり、本実施の形態において、この周波数帯におい

て周波数ホッピング方式の拡散通信を行うことにより親

端末Ａとのデータリンクを行う。そして、このアンテナ

１０９により受信された電波は、アンテナスイッチを切

換制御するスイッチ制御部１４２を介して、受信部１４

３により受信され、ＯＳＣ１４６が接続された周波数シ

ンセサイザー１４７からの信号を受けて動作する拡散復

調部１４４により復調される。この拡散復調部１４４に

より拡散復調された受信信号は、情報復調部１４５によ

りパケット情報として復調され、ＲＦ制御部１４０から

20リンクソフト部１１２のパケット入力部１３８に入力さ

れる。

【００４０】また、リンクソフト部１１２のパケット出

力部１３６からＲＦ制御部１４０に入力された送信信号

は、情報変調部１４８により情報変調され、拡散変調部

１４９により拡散変調される。この拡散変調部１４９に

より拡散変調された送信信号は、送信部１５０及びスイ

ッチ制御部１４２を介してアンテナ１０９から放射され

るように構成されている。

【００４１】図６は、親端末Ａと子端末Ｂ－１との無線

30リンクの動作シーケンスを示すものである。同図に示す

ように、親端末Ａのオンフック状態において、子端末Ｂ

－１のオフフックスイッチ１０６を操作すると（ステッ

プＳ１０１）、子端末Ｂ－１から開始（オフフック）信

号が送信されるとともに（ステップＳ１０２）、発番号

表示を可能とするか不可能とするかを示す信号が送信さ

れ（ステップＳ１０３）、これに応じて、親端末Ａから

はトーン種別を示す発信音データが送信される（ステッ

プＳ１０４）。子端末Ｂ－１は、この発信音データに基

づき、スピーカ１２７から発信音を発生させる（ステッ

40プＳ１０５）。

【００４２】次に、子端末Ｂ－１のダイアル操作入力部

１１０にてダイアル操作を行うと（ステップＳ１０

６）、入力されたダイアル番号が送信され（ステップＳ

１０７）、ダイアルが完了するか、所定時間が経過する

と（ステップＳ１０８）、親端末Ａは網側の基地局１に

対して、呼設定（SET UP）と発信状態報告とを送信する

（ステップＳ１０９）。これを受信した基地局１は、呼

設定受付（CALL PROC）を親端末Ａに返信し（ステップ

Ｓ１１０）、親端末Ａと基地局１間で認証手順等を実行

50する（ステップＳ１１１）。認証等が完了すると、基地

局１は親端末Ａに対し無線チャンネル指定を行うととも

に（ステップＳ１１２）、呼出し中（ALART）であるこ

とを示す信号を送信する（ステップＳ１１３）。

【００４３】これを受信した親端末Ａは、通話中表示Ｏ

Ｎ信号を子端末Ｂ－１に送信し（ステップＳ１１４）、

これにより子端末Ｂ－１は表示部１２５において、通話

中表示を行う（ステップＳ１１５）。この通話中表示に

おいては、図７に示すように、ダイアル入力表示部１０

３に通信先電話番を表示するとともに、通信先選択表示

10 部１０４に通信先氏名を表示する。引き続き、親端末Ａ

は子端末Ｂ－１にトーン種別を示して呼出し音信号を送

信し（ステップＳ１１６）、これを受信した子端末Ｂ－

１はスピーカ１２７より呼出音を発生させる（ステップ

Ｓ１１７）。また、被呼側が応答するとこれを示す信号

（CONNECT）が基地局１から送信され（ステップＳ１１

８）、しかる後に基地局１と親端末Ａとの間で通話中の

状態に移行する（ステップＳ１１９）。

【００４４】また、通話終了に伴って、子端末Ｂ－１で

オンフックスイッチ１０５の操作を行うと（ステップＳ

20 １２０）、子端末Ｂ－１から親端末Ａに終了（オンフッ

ク）信号が送信され（ステップＳ１２１）、これを受信

した親端末Ａは基地局１との通信接続を切断（DISC）す

る（ステップＳ１２２）。これに応じて、基地局１から

は開放（REL）信号が親端末Ａに送信され（ステップＳ

１２３）、親端末Ａは子端末Ｂ－１に通話中表示をＯＦ

Ｆにするコマンドを送信する（ステップＳ１２４）。さ

らに、親端末Ａは、基地局１に対しては解放完了（REL 

COMP）を送信し（ステップＳ１２５）、子端末Ｂ－１に

対しては料金通知とダイアル完了（さらには、ダイアル

30 ナンバー）を送信し（ステップＳ１２６）、これを受信

した子端末Ｂ－１は、表示部１２５にて料金表示等を行

う（ステップＳ１２７）。一方、基地局１は親端末Ａに

対して無線チャンネル切断信号を送信し（ステップＳ１

２８）、これを受信した親端末Ａが基地局１に無線チャ

ンネル切断確認信号を送信することにより（ステップＳ

１２９）、終話動作が完了する。

【００４５】したがって、図７に示すように、ユーザＵ

が胸ポケット等にて親端末Ａを携帯し、子端末Ｂ－１を

腕に装着しておけば、親端末Ａを取り出すことなく発呼

40 及び終話を行うことができる。また、ダイアル入力表示

部１０３及び通信先選択表示部１０４を視認することに

より、通信先電話番号及び通信先氏名を確認することも

できる。

【００４６】（子端末Ｂ－１変形例）図８は、親端末Ａ

と子端末Ｂ－１との無線リンクの動作シーケンスにおけ

る変形例であって、データ通信の場合を示すものであ

る。親端末Ａのオンフック状態において、同図に示すよ

うに、子端末Ｂ－１のダイアル操作入力部１１０にてデ

ータ通信を行うためのダイアル操作しあるいは自動発信

50 を行うと（ステップＳ１５１）、子端末Ｂ－１から親端

( 7 ) 特開２００２－１２５０３９
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末ＡにモデムをＯＮにするコマンドである非通話サービ

ス要求が送信され（ステップＳ１５２）、さらに開始コ

マンドが送信される（ステップＳ１５３）。これに応じ

て、親端末Ａからはトーン種別を示す発信音データが送

信される（ステップＳ１５４）。子端末Ｂ－１は、この

発信音データに基づき、スピーカ１２７から発信音を発

生させる（ステップＳ１５５）。

【００４７】引き続き、子端末Ｂ－１からはステップＳ

１５１で入力されたダイアル番号が送信され（ステップ

10Ｓ１５６）、ダイアルが完了するか、所定時間が経過す

ると（ステップＳ１５７）、親端末Ａは網側の基地局１

に対して、データ及びモデムのSET UPを通知する（ステ

ップＳ１５８）。これを受信した基地局１は、設定を受

付けて(PROC）を親端末Ａに返信し（ステップＳ１５

９）、これを受信した親端末Ａは、通話中表示ＯＮ信号

を子端末Ｂ－１に送信する（ステップＳ１６０）。これ

により子端末Ｂ－１は表示部１２５において、通話中表

示を行う（ステップＳ１６１）。一方、基地局１はモデ

ムを活性にするためのＩＮＦＯ信号を送信し（ステップ

20Ｓ１６２）、親端末Ａはこれを受信して子端末Ｂ－１

に、データ／モデムをＯＮにしたことを示す非通話サー

ビス確認信号を送信する（ステップＳ１６３）。

【００４８】一方、基地局１と親端末Ａ間においては、

無線区間同期確立動作を行い（ステップＳ１６４）、基

地局１からは、呼出し中（ALART）であることを示す信

号を送信するとともに（ステップＳ１６５）、被呼側が

応答するとこれを示す信号（CONNECT）が基地局１から

送信される（ステップＳ１６６）。しかる後に基地局１

と親端末Ａとの間でデータ通信中の状態に移行する（ス

30テップＳ１６７）。また、データ送信の終了に伴って、

子端末Ｂ－１でオンフックスイッチ１０５を操作してデ

ータ通信終了を入力すると（ステップＳ１６８）、子端

末Ｂ－１から親端末Ａに非通話サービス要求（データ／

モデム）のＯＦＦ信号が送信され（ステップＳ１６

９）、さらに親端末Ａから基地局１にこれを示す信号

（INFO）が送信される（ステップＳ１７０）。これに応

答して、基地局１から親端末Ａにモデム非活性コマンド

が送信され（ステップＳ１７１）、これを受信した親端

末Ａが子端末Ｂ－１に、データ送信及びモデムをＯＦＦ

40にしたことを示す非通話サービス確認情報を送信し（ス

テップＳ１７２）、これを子端末Ｂ－１が受信すること

により、一連の処理が終了する。

【００４９】（子端末Ｂ－２）図８は、前記子端末Ｂ－

２の外観構造等を示すものである。この子端末Ｂ－２

は、前述のように腕時計型であって、装置本体２０１と

その両端部に係止されたリストバンド２０２、２０２と

で構成されている。装置本体２０１の上面略中央部に

は、通信内容表示部２０３が設けられており、一端部に

はオンフックスイッチ２０５とオフフックスイッチ２０

50６が設けられているとともに、両フックスイッチ２０

５、２０６間に表示選択操作部２０７が設けられてい

る。また、装置本体２０１の一端には表面部にＬＥＤ２

０４が配置され、内部にアンテナ２０９が配置されてい

る。

【００５０】なお、同図に示すように、この子端末Ｂ－

２と無線リンク関係を形成する親端末は、携帯電話機型

の親端末Ａに限らず、ペン型の親端末Ａ－２や電子手帳

型のの親端末Ａ－３であってもよい。

【００５１】図１０は、子端末Ｂ－２の回路構成を示す

10 ブロック図である。同図に示すように、この回路は腕時

計として基本的な機能を発生する時計機能部２１１と、

親端末Ａとのリンクを確立するためのリンクソフト部２

１２及びリンクハード部２１３に大別される。時計機能

部２１１は、周知のデジタル式腕時計が備える回路を具

備しており、バス２１４に接続されたＣＰＵ２１５を有

している。さらにバス２１４には、プログラムメモリ２

１６、時計部２１７、表示Ｉ／Ｆ２１８、ドライバ２０

８、キー入力部２１９、データメモリ２２０、入出力Ｉ

／Ｆ２２１、外部Ｉ／Ｏインターフェース２２２、及び

20 アンプ２２３が接続されている。

【００５２】プログラムメモリ２１６は、ＲＯＭからな

り、時計機能等を発生させるためのシステムプログラム

を記憶しており、ＣＰＵ２１５は、このプログラムメモ

リ２１６に格納されている各種プログラムに基づき、各

部を制御する。また、時計部２１７は、現在時刻を計時

するものである。表示Ｉ／Ｆ２１８は、表示ドライバ２

２４を介してＬＣＤからなる表示部２２５に接続されて

おり、表示部２２５は前記通信内容表示部２０３を有

し、ドライバ２０８は前記ＬＥＤ２０４に接続されてい

30 る。そして、ＣＰＵ２１５の制御下で表示ドライバ２２

４が表示部２２５を駆動することにより、通信内容表示

部２０３に親端末Ａが受信して該親端末Ａから送信され

た通信データが表示され（図９参照）、ドライバ２０８

がＬＥＤ２０４を駆動することにより該ＬＥＤ２０４が

点灯するように構成されている。

【００５３】キー入力部２１９は、前記オンフックスイ

ッチ２０５、オフフックスイッチ２０６、表示選択操作

部２０７、を有している。データメモリ２２０はＲＡＭ

であって、複数の発呼先氏名と電話番号とで構成される

40 メモリダイアル情報が記憶されているとともに、ＣＰＵ

２１５のワークエリアとしても使用される。入出力Ｉ／

Ｆ２２１は、後述するリンクソフト部２１２の入出力Ｉ

／Ｆ２３０とデータの入出力を行うものである。外部Ｉ

／Ｏインターフェース２２２は、接続される他の電子機

器とのデータ入出力を行うものであり、アンプ２２３に

は、バイブレータモータ２２６、スピーカ２２７とが接

続されている。バイブレータモータ２２６は、スピーカ

２２７がオフ状態にある場合においてアラーム音に代え

て振動を発生するものであり、スピーカ２２７はアラー

50 ム音を発生させるためのもである。
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Petitioner Samsung Ex-1009, 0008



15 16

【００５４】この子端末Ｂ－２のリンクソフト部２１２

とリンクハード部２１３の回路構成は、前述した親端末

Ａのリンクソフト部４０２とリンクハード部４０３の回

路構成と同様であり、これにより両者が無線リンクされ

るように構成されている。すなわち、リンクソフト部２

１２は、バス２２９に接続されたＣＰＵ２３２を有して

いる。さらにバス２２９には、ＲＯＭ２３３、ＳＲＡＭ

２３４、ソフトウェア格納部２３５、前記入出力Ｉ／Ｆ

２３０、パケット出力部２３６、接続制御部２１７、パ

10ケット入力部２８８、無線デバイスＩＤ部２３９が接続

されている。ＣＰＵ２３２は、ＲＯＭ２３３に格納され

ているシステムプログラムに基づき、ソフトウェア格納

部２３５に格納されている「リンク管理ソフトウェア」

「ハード制御ソフトウェア」及び「その他ソフトウェ

ア」に従って、このリンクソフト部２１２の各部のみな

らず、リンクハード部２１３の各部を制御するものであ

る。

【００５５】パケット出力部２３６は、接続制御部２１

７により制御されてパケットデータを、リンクハード部

20２１３のＲＦ制御部２４０に供給し、パケット入力部２

８８は、ＲＦ制御部２４０からのパケットデータを取り

込む。無線デバイスＩＤ部２３９は、このリンクソフト

部２１２に固有のＩＤを記憶ししている。

【００５６】リンクハード部２１３は、親端末Ａと電波

の授受を行う前記アンテナ２０９を備えている。この電

波は近接無線通信を行うための、例えば、Ｂｌｕｅｔｏ

ｏｔｈに準拠する２．４ＧＨｚ帯のＩＳＭバンド周波数

帯であり、本実施の形態において、この周波数帯におい

て周波数ホッピング方式の拡散通信を行うことにより親

30端末Ａとのデータリンクを行う。そして、このアンテナ

２０９により受信された電波は、アンテナスイッチを切

換制御するスイッチ制御部２４２を介して、受信部２４

３により受信され、ＯＳＣ２４６が接続された周波数シ

ンセサイザー２４７からの信号を受けて動作する拡散復

調部２４４により復調される。この拡散復調部２４４に

より拡散復調された受信信号は、情報復調部２４５によ

りパケット情報として復調され、ＲＦ制御部２４０から

リンクソフト部２１２のパケット入力部２３８に入力さ

れる。

40【００５７】また、リンクソフト部２１２のパケット出

力部２３６からＲＦ制御部２４０に入力された送信信号

は、情報変調部２４８により情報変調され、拡散変調部

２４９により拡散変調される。この拡散変調部２４９に

より拡散変調された送信信号は、送信部２５０及びスイ

ッチ制御部２４２を介してアンテナ２０９から放射され

るように構成されている。

【００５８】図１１は、親端末Ａと子端末Ｂ－２との無

線リンクの動作シーケンスを示すものである。同図に示

すように、親端末Ａのオンフック状態において、基地局

50１から呼出信号が送信されると（ステップＳ２０１）、

親端末Ａから着信無線状態報告を行った後（ステップＳ

２０２）、基地局１と親端末Ａ間で応答と認証手順等を

実行する（ステップＳ２０３）。しかる後に、基地局１

から親端末Ａに対し、無線チャンネルの指定がなされる

とともに（ステップＳ２０４）、呼設定（SETUP）がな

されると（ステップＳ２０５）、親端末Ａは子端末Ｂ－

２に表示ＯＮコマンドを送信する（ステップＳ２０

６）。これを受信した子端末Ｂ－２は、スピーカ２２７

から着信音を発生させ、あるいはバイブレータモータ２

10 ２６を動作させて振動を発生させ、さらには通信内容表

示部２０３に着信表示を行うとともに、ＬＥＤ２０４を

点灯させる（ステップＳ２０７）。

【００５９】また、親端末Ａは基地局１に対し、呼出し

中（ALART）であることを示す信号を送信した後（ステ

ップＳ２１３）、子端末Ｂ－２に対し発番号通知とダイ

アル完了（さらには、ダイアルナンバー）を送信し（ス

テップＳ２０９）、これを受信した子端末Ｂ－２は、表

示部２２５にて発番号表示を行うとともに、ＬＥＤ２０

４を点灯させる（ステップＳ２１０）。また、親端末Ａ

20 は、子端末Ｂ－２に対し着番号通知とダイアル完了（さ

らには、ダイアルナンバー）を送信し（ステップＳ２１

１）、これを受信した子端末Ｂ－２は、表示部２２５に

て着番号表示を行うとともに、ＬＥＤ２０４を点灯させ

る（ステップＳ２１２）。この時、端末Ａより受信した

着番号と、データメモリ２２０の電話番号とを照合し、

一致する発呼先氏名があれば、これを読み出して図１２

（ａ）に図示するように表示する。また、親端末Ａから

はトーン種別を示す発信音データが送信され（ステップ

Ｓ２１３）、子端末Ｂ－２でオフフックスイッチ２０５

30 に対する操作がなされると（ステップＳ２１４）、子端

末Ｂ－２から親端末Ａに開始（オフフック）コマンドが

送信される（ステップＳ２１５）。親端末Ａは、これを

受信すると基地局１に応答（CONNECT）を送信し（ステ

ップＳ２１６）、基地局１からは応答確認(CONN ACK)が

送信される。これを受信した親端末Ａは、子端末Ｂ－２

に対し通話中表示ＯＮコマンドと、着番号に基づいてデ

ータメモリ４１３から読み出された関連するデータ、例

えば過去に受信したメールデータ、スケジュールデータ

等とを送信し（ステップＳ２１９）、これを受信した子

40 端末Ｂ－２は表示部２２５にて通話中である旨の表示

と、例えば図１２（ｃ）に図示されるような表示を行う

（ステップＳ２２０）。しかる後に基地局１と親端末Ａ

との間で通話中の状態に移行する（ステップＳ２２

１）。

【００６０】また、通話終了に伴って、子端末Ｂ－２で

オンフックスイッチ２０５の操作を行うと（ステップＳ

２２２）、子端末Ｂ－２から親端末Ａに終了（オンフッ

ク）信号が送信され（ステップＳ２２３）、これを受信

した親端末Ａは基地局１との通信接続を切断（DISC）す

50 る（ステップＳ２２４）。これに応じて、基地局１から
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は開放（REL）信号が親端末Ａに送信され（ステップＳ

２２７）、親端末Ａは子端末Ｂ－２に通話中表示をＯＦ

Ｆにするコマンドを送信する（ステップＳ２２６）。さ

らに、親端末Ａは、基地局１に対しては解放完了（REL 

COMP）を送信し（ステップＳ２２７）、子端末Ｂ－２に

対しては料金通知とダイアル完了（さらには、ダイアル

ナンバー）を送信し（ステップＳ２２８）、これを受信

した子端末Ｂ－２はステップＳにおいて、表示部２２５

にて料金表示等を行う（ステップＳ２２９）。一方、基

10地局１は親端末Ａに対して無線チャンネル切断信号を送

信し（ステップＳ２３０）、これを受信した親端末Ａが

基地局１に無線チャンネル切断確認信号を送信すること

により（ステップＳ２２９）、終話動作が完了する。

【００６１】したがって、図１２に示すように、ユーザ

Ｕが胸ポケット等にて親端末Ａを携帯し、子端末Ｂ－２

を腕に装着しておけば、ＬＥＤ２０４により着信を認識

し、かつ同図（ａ）に示すように、親端末Ａでの通話開

始操作を行いつつ、子端末Ｂ－２の表示部２２５より音

声通話に関連する各種情報の表示を行うことができる。

20【００６２】（子端末Ｂ－２変形例）図１３は、親端末

Ａと子端末Ｂ－２との無線リンクの動作シーケンスにお

ける変形例であって、データ通信の場合を示すものであ

る。親端末Ａのオンフック状態において、同図に示すよ

うに、基地局１から呼出信号(SET UP)が送信されると

（ステップＳ２５１）、親端末Ａは子端末Ｂ－２に表示

ＯＮコマンドを送信する（ステップＳ２５２）。これを

受信した子端末Ｂ－２は、スピーカ２２７から着信音を

発生させ、あるいはバイブレータモータ２２６を動作さ

せて振動を発生させ、さらには通信内容表示部２０３に

30着信表示を行うとともに、ＬＥＤ２０４を点灯させる

（ステップＳ２５３）。

【００６３】また、親端末Ａは基地局１に対し、呼出し

中（ALART）であることを示す信号を送信した後（ステ

ップＳ２５４）、子端末Ｂ－２に対し発番号通知とダイ

アル完了（さらには、ダイアルナンバー）を送信し（ス

テップＳ２５５）、これを受信した子端末Ｂ－２は、表

示部２２５にて発番号表示を行うとともに、ＬＥＤ２０

４を点灯させる（ステップＳ２５６）。また、親端末Ａ

は、子端末Ｂ－２に対し着番号通知とダイアル完了（さ

40らには、ダイアルナンバー）を送信し（ステップＳ２５

７）、これを受信した子端末Ｂ－２は、表示部２２５に

て着番号表示を行う（ステップＳ２５８）。また、親端

末Ａからはトーン種別を示す発信音データが送信され

（ステップＳ２５９）、子端末Ｂ－２でＡＴＡ入力又は

自動応答がなされると（ステップＳ２６０）、子端末Ｂ

－２から親端末Ａに開始（オフフック）コマンドが送信

される（ステップＳ２６１）。親端末Ａは、これを受信

すると子端末Ｂ－２に着信表示ＯＦＦコマンドを送信す

るとともに（ステップＳ２６２）、通話中表示ＯＮコマ

50ンドを送信し（ステップＳ２６３）、これを受信した子

端末Ｂ－２は表示部２２５にて通話中表示を行う（ステ

ップＳ２６４）。さらに、子端末Ｂ－２から親端末Ａに

モデムをＯＮにするコマンドである非通話サービス要求

が送信される（ステップＳ２６５）。

【００６４】一方、基地局１はモデムを活性にするため

のＩＮＦＯ信号を送信し（ステップＳ２６７）、親端末

Ａはこれを受信して子端末Ｂ－１に、データ／モデムを

ＯＮにしたことを示す非通話サービス確認信号を送信す

る（ステップＳ２６８）。他方、基地局１と親端末Ａ間

10 においては、無線区間同期確立動作を行う（ステップＳ

２６４）。このとき、親端末Ａが子端末Ｂ－２に対して

通知ＸＩＤ(CONNECT)を送信した場合（ステップＳ２７

０）には、これを受信した子端末Ｂ－２が表示部２０３

にデータ通信中表示や受信したデータの内容表示を行う

（ステップＳ２７１）。しかし、親端末Ａが子端末Ｂ－

２に対して通知ＸＩＤ(CONNECT) を送信しない場合（ス

テップＳ２７０の処理を行わない場合）には、子端末Ｂ

－２は表示部２０３にてのデータ通信中表示や受信した

データの内容表示を行わない（ステップＳ２７１の処理

20 を行わない。）。

【００６５】したがって、親端末Ａが子端末Ｂ－２に対

して通知ＸＩＤ(CONNECT) を送信した場合（ステップＳ

２７０）には、基地局１と親端末Ａとの間でデータ通信

中の状態（ステップＳ２７２）が形成されるのみなら

ず、親端末Ａと子端末Ｂ－２との間でもデータ通信中の

状態（ステップＳ２７３）が形成される。

【００６６】また、データ送信の終了に伴って、子端末

Ｂ－２でオンフックスイッチ２０５を操作してデータ通

信終了を入力すると（ステップＳ２７４）、子端末Ｂ－

30 １から親端末Ａに非通話サービス要求（データ／モデ

ム）のＯＦＦ信号が送信され（ステップＳ２７５）、さ

らに親端末Ａから基地局１にこれを示す信号（INFO）が

送信される（ステップＳ２７６）。これに応答して、基

地局１から親端末Ａにモデム非活性コマンドが送信され

（ステップＳ２７７）、これを受信した親端末Ａが子端

末Ｂ－２に、データ送信及びモデムをＯＦＦにしたこと

を示す非通話サービス確認情報を送信し（ステップＳ２

７８）、これを子端末Ｂ－１が受信することにより、一

連の処理が終了する。

40 【００６７】したがって、図１２に示すように、ユーザ

Ｕが胸ポケット等にて親端末Ａを携帯し、子端末Ｂ－２

を腕に装着しておけば、同図（ｂ）に示すように、メッ

セージやメールの着信表示や、同図（ｃ）に示すよう

に、メールやファイルの読み出し表示を行うことができ

る。

【００６８】（子端末Ｂ－３）図１４は、前記子端末Ｂ

－３の外観構造等を示すものである。この子端末Ｂ－３

は、前述のように腕時計型であって、装置本体３０１と

その両端部に係止されたリストバンド３０２、３０２と

50 で構成されている。装置本体３０１の上面略中央部に
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は、通話状態表示部３０３が設けられており、一端部に

はオンフックスイッチ３０５とオフフックスイッチ３０

６が設けられ、両フックスイッチ３０５、３０６間に表

示選択操作部３０７が設けられているとともに、周部に

ハンズフリー用スイッチ３０４が設けられている。ま

た、装置本体３０１の両端部には、受話器であるスピー

カ３２７と送話器であるマイク３２８とが設けられてお

り、一方のリストバンド３０９にはアンテナ３０９埋設

されている。

10【００６９】なお、同図に示すように、この子端末Ｂ－

３と無線リンク関係を形成する親端末は、携帯電話機型

の親端末Ａに限らず、ペン型の親端末Ａ－２や電子手帳

型の親端末Ａ－３であってもよい。

【００７０】図１５は、子端末Ｂ－３の回路構成を示す

ブロック図である。同図に示すように、この回路は腕時

計として基本的な機能を発生する時計機能部３１１と、

親端末Ａとのリンクを確立するためのリンクソフト部３

１２及びリンクハード部３１３に大別される。時計機能

部３１１は、周知のデジタル式腕時計が備える回路を具

20備しており、バス３１４に接続されたＣＰＵ３１５を有

している。さらにバス３１４には、プログラムメモリ３

１６、時計部３１７、表示Ｉ／Ｆ３１８、キー入力部３

１９、データメモリ３２０、入出力Ｉ／Ｆ３２１、外部

Ｉ／Ｏインターフェース３２２、及び音声信号処理部

（音声コーデック）３２３が接続されている。

【００７１】プログラムメモリ３１６は、ＲＯＭからな

り、時計機能等を発生させるためのシステムプログラム

を記憶しており、ＣＰＵ３１５は、このプログラムメモ

リ３１６に格納されている各種プログラムに基づき、各

30部を制御する。また、時計部３１７は、現在時刻を計時

するものである。表示Ｉ／Ｆ３１８は、表示ドライバ３

２４を介してＬＣＤからなる表示部３２５に接続されて

おり、表示部３２５は前記通話状態表示部３０３を有し

ている。そして、ＣＰＵ３１５の制御下で表示ドライバ

３２４が表示部３２５を駆動することにより、通話状態

表示部３０３に通話状態が表示されるように構成されて

いる（図１４参照）。

【００７２】キー入力部３１９は、前記オンフックスイ

ッチ３０５、オフフックスイッチ３０６、表示選択操作

40部３０７、ハンズフリー用スイッチ３０４を有してい

る。データメモリ３２０はＲＡＭであって、複数の発呼

先氏名と電話番号とで構成されるメモリダイアル情報が

記憶されるとともに、ＣＰＵ３１５のワークエリアとし

ても使用される。入出力Ｉ／Ｆ３２１は、後述するリン

クソフト部３１２の入出力Ｉ／Ｆ３３０とデータの入出

力を行うものである。外部Ｉ／Ｏインターフェース３２

２は、接続される他の電子機器とのデータ入出力を行う

ものであり、音声信号処理部（音声コーデック）３２３

には、バイブレータモータ３２６、スピーカ３２７及び

50マイク３２８が接続されている。バイブレータモータ３

２６は、スピーカ３２７がオフ状態にある場合において

着信音に代えて振動を発生するものであり、スピーカ３

２７は通話音声及び着信音を発生させるためのものであ

り、マイク３２８は通話音声を入力するためのものであ

る。

【００７３】この子端末Ｂ－３のリンクソフト部３１２

とリンクハード部３１３の回路構成は、前述した親端末

Ａのリンクソフト部４０２とリンクハード部４０３の回

路構成と同様であり、これにより両者が無線リンクされ

10 るように構成されている。すなわち、リンクソフト部３

１２は、バス３２９に接続されたＣＰＵ３３２を有して

いる。さらにバス３２９には、ＲＯＭ３３３、ＳＲＡＭ

３３４、ソフトウェア格納部３３５、前記入出力Ｉ／Ｆ

３３０、パケット出力部３３６、接続制御部３１７、パ

ケット入力部３８８、無線デバイスＩＤ部３３９が接続

されている。ＣＰＵ３３２は、ＲＯＭ３３３に格納され

ているシステムプログラムに基づき、ソフトウェア格納

部３３５に格納されている「リンク管理ソフトウェア」

「ハード制御ソフトウェア」及び「その他ソフトウェ

20 ア」に従って、このリンクソフト部３１２の各部みなら

ず、リンクハード部３１３の各部を制御するものであ

る。

【００７４】パケット出力部３３６は、接続制御部３１

７により制御されてパケットデータを、リンクハード部

３１３のＲＦ制御部３４０に供給し、パケット入力部３

８８は、ＲＦ制御部３４０からのパケットデータを取り

込む。無線デバイスＩＤ部３３９は、このリンクソフト

部３１２に固有のＩＤを記憶ししている。

【００７５】リンクハード部３１３は、親端末Ａと電波

30 の授受を行う前記アンテナ３０９を備えている。この電

波は近接無線通信を行うための、例えば、Ｂｌｕｅｔｏ

ｏｔｈに準拠する２．４ＧＨｚ帯のＩＳＭバンド周波数

帯であり、本実施の形態において、この周波数帯におい

て周波数ホッピング方式の拡散通信を行うことにより親

端末Ａとのデータリンクを行う。そして、このアンテナ

３０９により受信された電波は、アンテナスイッチを切

換制御するスイッチ制御部３４２を介して、受信部３４

３により受信され、ＯＳＣ３４６が接続された周波数シ

ンセサイザー３４７からの信号を受けて動作する拡散復

40 調部３４４により復調される。この拡散復調部３４４に

より拡散復調された受信信号は、情報復調部３４５によ

りパケット情報として復調され、ＲＦ制御部３４０から

リンクソフト部３１２のパケット入力部３３８に入力さ

れる。

【００７６】また、リンクソフト部３１２のパケット出

力部３３６からＲＦ制御部３４０に入力された送信信号

は、情報変調部３４８により情報変調され、拡散変調部

３４９により拡散変調される。この拡散変調部３４９に

より拡散変調された送信信号は、送信部３５０及びスイ

50 ッチ制御部３４２を介してアンテナ３０９から放射され
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るように構成されている。

【００７７】図１６は、親端末Ａと子端末Ｂ－３との無

線リンクの動作シーケンスを示すものである。同図に示

すように、基地局１と親端末Ａとが通話中の状態におい

て（ステップＳ３０１）、子端末Ｂ－３のハンズフリー

用スイッチ３０４を操作すると（ステップＳ３０２）、

子端末Ｂ－３から親端末Ａにハンズフリー通知（ＯＮ）

信号が送信される（ステップＳ３０３）。すると、親端

末Ａは子端末Ｂ－３にハンズフリー確認（ＯＮ）信号を

10送信し（ステップＳ３０４）、これを受信した子端末Ｂ

－３は、表示部３０３にハンズフリー通話中表示を行う

（ステップＳ３０５）。

【００７８】一方、親端末Ａは、ハンズフリーモード

（ＯＮ）に設定して（ステップＳ３０６）、基地局１と

の間で通話中状態を形成するとともに（ステップＳ２３

０７）、子端末Ｂ－３との間でハンズフリー通話中の状

態を形成する（ステップＳ３０８）。これにより、親端

末Ａで受信された通話音声信号が子端末Ｂ－３に送信さ

れて、該子端末Ｂ－３のスピーカ３２７から通話音声が

20発生するとともに、マイク３２８により検出された通話

音声信号が親端末Ａに送信された後、親端末Ａから基地

局１に送信されるハンズフリー状態が形成される。

【００７９】そして、必要に応じてハンズフリー用スイ

ッチ３０４を再度操作してＯＦＦにすると（ステップＳ

３０９）、子端末Ｂ－３から親端末Ａにハンズフリー通

知（ＯＦＦ）信号が送信される（ステップＳ３１０）。

すると、親端末Ａは子端末Ｂ－３にハンズフリー確認

（ＯＦＦ）信号を送信した後（ステップＳ３１１）、ハ

ンズフリーモード（ＯＦＦ）に設定し（ステップＳ３１

30２）、これによりハンズフリーモードが解除されて、親

端末Ａでの受送話が可能となる。

【００８０】したがって、図１７に示すように、ユーザ

Ｕが胸ポケット等にて親端末Ａを携帯し、子端末Ｂ－３

を腕に装着しておけば、親端末Ａを取り出すことなく送

受話が可能となるとともに、子端末Ｂ－３の表示部３０

３で通話状態を確認しつつ通話を行うことができる。

【００８１】（無線リンク動作シーケンス）図１８～図

２１は、親端末Ａと子端末Ｂ－１、Ｂ－２、Ｂ－３（以

下、子端末Ｂ－１、Ｂ－２、Ｂ－３を総称して「子端末

40Ｂ」と表記する）に共通する無線リンクの動作シーケン

スを示すものである。すなわち、図１８は、親端末Ａの

データメモリ１２０に記憶されている発呼先氏名と電話

番号とで構成されるメモリダイアル情報を子端末Ａへ読

み出しための、メモリダイアルの読み出し要求動作シー

ケンスである。先ず、子端末Ｂから親端末Ａに、メモリ

ダイアル情報読み出し要求を送信し（ステップＳ５０

１）、読み出しを要求するとともに（ステップＳ５０

２）、シークレット送信を要求する（ステップＳ５０

３）。さらに、レコードバンクを要求した後（ステップ

50Ｓ５０４）、レコードアドレス（１桁目）、及びレコー

ドアドレス（２桁目）を要求する（ステップＳ５０５、

Ｓ５０６）。）

【００８２】図１９は、子端末Ｂの各データメモリ１２

０、２２０、３２０に記憶されているメモリダイヤルを

親端末Ａのデータメモリ４１３へ書き込むための、メモ

リダイアル書き込み要求動作シーケンスを示すものであ

る。子端末Ｂから親端末Ａにメモリダイアル情報書込要

求を行うとともに（ステップＳ５１１）、さらに書き込

み要求を行う（ステップＳ５１２）。さらに、シークレ

10 ット送信を行うことを示し（ステップＳ５１３）。さら

に、レコードバンクを送信した後（ステップＳ５１

４）、レコードアドレス（１桁目）及びレコードアドレ

ス（２桁目）を送信する（ステップＳ５１５、Ｓ５１

６）。また、インデックス登録コード（１桁目）及びイ

ンデックス登録コード（２桁目）を送信し（ステップＳ

５１７、Ｓ５１８）、インデックスデータ長（１桁目）

及びインデックスデータ長（２桁目）を送信した後（ス

テップＳ５１９、Ｓ５２０）、インデックスデータ（１

桁目上位）、インデックスデータ（１桁目下位）、イン

20 デックスデータ（ｎ桁目）を順次送信する（ステップＳ

５２１～Ｓ５２３）。

【００８３】さらに、番号内容長（１桁目）及び番号内

容長（２桁目）を送信し（ステップＳ５２４、Ｓ５２

５）、種別（１桁目）及び種別（２桁目）を送信した後

（ステップＳ５２６、Ｓ５２７）、電話番号（１桁目上

位）、電話番号（１桁目下位）、電話番号（ｎ桁目上

位）、電話番号（ｎ桁目下位）を順次送信する（ステッ

プＳ５２８～Ｓ５３１）。しかる後に、グループ番号

（１桁目）及びグループ番号（２桁目）を送信すること

30 により（ステップＳ５３２、Ｓ５３３）、メモリダイヤ

ル書き込み要求動作を終了する。

【００８４】図２０は、メモリダイアル読み出し／書き

込み異常終了動作シーケンスを示すものである。親端末

Ａから子端末Ｂにメモリダイアル情報を通知した後（ス

テップＳ５４１）、異常終了を示す信号を送信する（ス

テップＳ５４２）。

【００８５】図２１は、メモリダイアル読出し／書込み

の正常終了動作シーケンスを示すものである。親端末Ａ

から子端末Ｂにメモリダイアル情報通知を行うとともに

40 （ステップＳ５５１）、正常終了を通知する（ステップ

Ｓ５５２）。さらに、シークレット送信を行うことを示

し（ステップＳ５５３）、レコードバンクを送信した後

（ステップＳ５５４）、レコードアドレス（１桁目）及

びレコードアドレス（２桁目）を送信する（ステップＳ

５５５、Ｓ５５６）。また、インデックス登録コード

（１桁目）及びインデックス登録コード（２桁目）を送

信し（ステップＳ５５７、Ｓ５５８）、インデックスデ

ータ長（１桁目）及びインデックスデータ長（２桁目）

を送信した後（ステップＳ５５９、Ｓ５６０）、インデ

50 ックスデータ（１桁目上位）、インデックスデータ（１
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桁目下位）、インデックスデータ（ｎ桁目）を順次送信

する（ステップＳ５６１～Ｓ５６３）。

【００８６】さらに、番号内容長（１桁目）及び番号内

容長（２桁目）を送信し（ステップＳ５６４、Ｓ５６

５）、種別（１桁目）及び種別（２桁目）を送信した後

（ステップＳ５６６、Ｓ５６７）、電話番号（１桁目上

位）、電話番号（１桁目下位）、電話番号（ｎ桁目上

位）、電話番号（ｎ桁目下位）を順次送信する（ステッ

プＳ５６８～Ｓ５７１）。しかる後に、グループ番号

10（１桁目）及びグループ番号（２桁目）を送信すること

により（ステップＳ５７２、Ｓ５７３）、メモリダイヤ

ル読出し／書込み要求動作を終了する。

【００８７】図２２は、子端末Ｂ－１から親端末Ａに対

するメモリダイアル発信時の暗証番号照合シーケンスを

示すものである。子端末Ｂ－１から親端末Ａに対して、

メモリダイアルＮｏ．の指定発信要求を行うとともに

（ステップＳ５８１）、暗証番号照合要求を行う（ステ

ップＳ５８２）。引き続き、ダイアル（１桁目）～ダイ

アル（４桁目）を順次送信した後（ステップＳ５８３～

20Ｓ５８６）、ダイアル完了信号を送信する（ステップＳ

５８７）。すると、親端末Ａから子端末Ｂ－１に、暗証

番号受付又は暗証番号拒否のいずれかを示す信号が送信

される（ステップＳ５８８）。

【００８８】図２３は、メモリダイアル発信時の発信要

求動作シーケンスを示すものである。子端末Ｂ（Ｂ－１

～Ｂ－３）からオンフック（開始）スイッチの操作信号

が送信され（ステップＳ５９１）、親端末Ａからダイア

ルトーンが送信される（ステップＳ５９２）。引き続

き、子端末Ｂから親端末Ａに対し、メモリダイアルＮ

30ｏ．指定発信要求が送信された後（ステップＳ５９

３）、送信要求（ステップＳ５９４）、予約（ステップ

Ｓ５９５）が送信される（ステップＳ５９５）。さら

に、子端末Ｂからレコードバンクが送信されるとともに

（ステップＳ５９６）、レコードアドレス（１桁目）及

びレコードバンク（２桁目）が送信される（ステップＳ

５９７、Ｓ５９８）。

【００８９】図２４は、メモリダイアル発信の異常終了

動作シーケンスを示すものであり、親端末Ａから子端末

Ｂ（Ｂ－１～Ｂ－３）に、ビジー・トーンが送信される

40（ステップＳ６０１）。

【００９０】図２５は、本実施の形態における無線リン

クの一例として、通信方式としてＢｌｕｅｔｏｏｔｈを

採用した場合における、親端末Ａと各子端末Ｂ（Ｂ－１

～Ｂ－３）に各々内蔵される無線リンク内蔵機器のソフ

トウェア・スタックの構成例を示すものである。図に示

すように、アプリケーション・ソフト部５０１には、音

声送受話器（HeadSet）５０２、ダイアル（Dialing）５

０３、ファイル交換（File Exchange）５０４、ブラウ

ザ／メールインターネット無線ＬＡＮ５０５、電話アプ

50リ（Telephony）５０６の各ソフトウェアが格納されて

いる。このアプリケーション・ソフト部５０１とＬ２Ｃ

ＡＰ（Logical Link Control＆Adaptation Protocol）

５１５間には、ＵＰｎＰ／ＳＬＰ５０７、ＳＤＰ（Serv

ice Discovery）５０８、ＩｒＭＣ／ＯＢＥＸ５０９、

ＲＦＣＯＭＭ５１０、ＷＡＯ５１１、ＴＣＰ／ＵＤＰ５

１２，ＩＰ５１３、ＴＣＳ（Telephone Control）５１

４が介挿されている。また、パケット組立／パケット分

解ブロック５１６とベースバンド、ＬＣ（リンク・コン

トローラ）５２０間には、ＨＩＣ（Host ControllerI/

10 F）５１７、ＵＡＲＴ／シリアルＩＦ／ＳＢ５１８、Ｌ

ＭＰ（Link Manager Protocol）５１９が介挿されてい

る。ベースバンド、ＬＣ（リンク・コントローラ）５２

０は、ＲＦ部５２１に接続され、ＲＦ部５２１にはアン

テナ５２２が接続されている。

【００９１】つまり、ＲＦ部５２１の物理層と、ベース

バンド、ＬＣ（リンク・コントローラ）５２０等のベー

スバンド信号処理部の上に、ＬＭＰ５１９やＬ２ＣＡＰ

５１５（理論リンク制御プロトコル：理論チャンネル設

定やパケットの分解や組立、上位の各プロトコルへのデ

20 ータ割振り等を制御する）を配し、オーディオ信号Ｓ１

はベースバンド、ＬＣ（リンク・コントローラ）５２０

から、制御信号Ｓ２はＬＭＰ５１９を解してアプリ層と

やり取りし、データ信号はＬ２ＣＡＰ５１５を介して、

上位のＳＤＰ（サービス発見プロトコル）５０８や、Ｒ

ＦＣＯＭＭ（仮想ＣＯＭポート）５１０、ＴＣＰ／ＵＤ

Ｐ５１２、ＩＰ（インターネット用プロトコル）５１

３、ＴＣＳ（電話制御プロトコル）５１４など、各対応

する制御プロトコルを介して、ダイアリングやＦＡＸ用

アプリ、電話やコードレス電話のアプリなどの上位のア

30 プリケーションプログラムに渡される。

【００９２】図２６～図３１は、各アプリケーション毎

のスタック構成例を示すものである。図２６は、Ｌ２Ｃ

ＡＰによる無線リンク制御の場合であって、親端末Ａに

は、本体アプリ５３１、上位レィヤー・プロトコル５３

２、Ｌ２ＣＡＰ５３３、下位レィヤー（Link Manager）

５３４、ＲＦ５３６及びアンテナ５３６が設けられる。

一方、子端末Ｂ（Ｂ－１～Ｂ－３）にも、本体アプリ５

３７、上位レィヤー・プロトコル５３８、Ｌ２ＣＡＰ５

３９、下位レィヤー（Link Manager）５４０、ＲＦ５４

40 １及びアンテナ５４２が設けられる。

【００９３】そして、親端末Ａの上位レィヤー・プロト

コル５３２→Ｌ２ＣＡＰ５３３→下位レィヤー５３４に

より、要求（Request）が生成されて送信されると、子

端末Ｂにおいて、下位レィヤー５４０→Ｌ２ＣＡＰ５３

９→上位レィヤー・プロトコル５３８により、要求に対

する指示（Indication）が生成される。さらに、子端末

Ｂにおいて、上位レィヤー・プロトコル５３８→Ｌ２Ｃ

ＡＰ５３９→下位レィヤー５４０により、応答（Respon

se）が生成されて送信されると、親端末Ａにおいて、下

50 位レィヤー５３４→Ｌ２ＣＡＰ５３３→上位レィヤー・
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プロトコル５３２により、応答の確認（Confirm）が行

われる。

【００９４】図２７は、無線ヘッドセットのプロトコル

・スタック構成例を示すものである。親端末Ａには、基

地局１と通信を行うためのアンテナ５５１が設けられ、

このアンテナ５１１は本体機能部５５２に接続される。

本体機能部５５２には、アプリ（オーディオ出力）５５

３が接続され、アプリ５５３とＲＦ部５６０間には、He

adset Control５５４、ＳＤＰ５５５、ＲＥＣＯＭＭ５

10５６、Ｌ２ＣＡＰ５５７、ＬＭＰ５５８、ベースバンド

／ＬＣ５５９が介挿され、ＲＦ部５６０にアンテナ５６

１が接続される。

【００９５】子端末Ｂ－２には、スピーカ５８２及びマ

イク５８３が接続されたオーディオ入出力回路５７２が

設けられ、オーディオ入出力回路５７２には、アプリ

（オーディオ・ドライバ）５７３が接続される。アプリ

５７３とＲＦ部５８０間には、親端末Ａと同様に、Head

set Control５７４、ＳＤＰ５７５、ＲＥＣＯＭＭ５７

６、Ｌ２ＣＡＰ５７７、ＬＭＰ５７８、ベースバンド／

20ＬＣ５７９が介挿され、ＲＦ部５８０にアンテナ５８１

が接続される。

【００９６】図２８は、親子電話／コードレス電話のプ

ロトコル・スタック構成例を示すものである。親端末Ａ

には、基地局１と通信を行うためのアンテナ６０１が設

けられ、このアンテナ５１１は親機機能部６０２に接続

される。親機機能部６０２には、電話アプリ６０３が接

続され、電話アプリ６０３とＲＦ部６０９間には、ＳＤ

Ｐ６０４、TCS Binary６０５、Ｌ２ＣＡＰ６０６、ＬＭ

Ｐ６０７、ベースバンド／ＬＣ６０８が介挿され、ＲＦ

30部６０９にアンテナ６１０が接続される。

【００９７】子端末Ｂ－１には、スピーカ６３１、マイ

ク６３２、表示部６３３、操作部６４３が接続された子

機端末制御部６２２が設けられ、子機端末制御部６２２

には、電話アプリ６２３が接続され、電話アプリ６２３

とＲＦ部６２９間には、親端末Ａと同様に、ＳＤＰ６２

４、TCS Binary６２５、Ｌ２ＣＡＰ６２６、ＬＭＰ６２

７、ベースバンド／ＬＣ６２８が介挿され、ＲＦ部６２

９にアンテナ６３０が接続される。

【００９８】図２９は、ダイヤルアップ（ネット接続）

40・プロトコル構成例を示すものである。親端末Ａには、

基地局１と通信を行うためのアンテナ５５１が設けら

れ、このアンテナ５１１は無線モデム装置６４２に接続

される。無線モデム装置６４２には、アプリ（モデム）

６４３が接続され、アプリ６４３とＲＦ部６５１間に

は、Dialing＆Control６４５、ＳＤＰ６４６、ＲＥＣＯ

ＭＭ６４７、Ｌ２ＣＡＰ６４８、ＬＭＰ６４９、ベース

バンド／ＬＣ６５０が介挿され、ＲＦ部６５１にアンテ

ナ６５２が接続される。

【００９９】子端末Ｂ－１には、表示部６６１、操作部

50６６４が接続されたデータ端末機能部６６２が設けら

れ、データ端末機能部６６２には、アプリ（モデム・ド

ライバ）６６３が接続される。アプリ３６３とＲＦ部６

７１間には、親端末Ａと同様に、Dialing＆Control６６

５、ＳＤＰ６６６、ＲＥＣＯＭＭ６６７、Ｌ２ＣＡＰ６

６８、ＬＭＰ６６９、ベースバンド／ＬＣ６７０が介挿

され、ＲＦ部６７１にアンテナ６７２が接続される。

【０１００】図３０は、ファイル転送／シンクロ・プロ

トコル構成例を示すものである。親端末Ａには、本体機

能部６８２が設けられ、本体機能部６８２には、アプリ

10 ＜サーバー＞（ファイル転送／シンクロ）６８２が接続

される。このアプリ６８２とＲＦ部６９０間には、ＯＢ

ＥＸ／ＩｒＭＣ６８４、ＳＤＰ６８５、ＲＥＣＯＭＭ６

８６、Ｌ２ＣＡＰ６８７、ＬＭＰ６８８、ベースバンド

／ＬＣ６８９が介挿され、ＲＦ部６９０にアンテナ６９

１が接続される。

【０１０１】子端末Ｂ（Ｂ－１～Ｂ－３）には、表示部

８０２、操作部８０３が接続された本体機能部７０２が

設けられ、本体機能部７０２には、アプリ＜クライアン

ト＞（ファイル転送／シンクロ）７０２が接続される。

20 このアプリ７０２とＲＦ部８００間には、親端末Ａと同

様に、ＯＢＥＸ／ＩｒＭＣ７０４、ＳＤＰ７０５、ＲＥ

ＣＯＭＭ７０６、Ｌ２ＣＡＰ７０７、ＬＭＰ７０８、ベ

ースバンド／ＬＣ７０９が介挿され、ＲＦ部８００にア

ンテナ８０１が接続される。

【０１０２】図３１及び図３２は、無線リンクの制御

を、コマンド送信と応答コード受信により行う例を示す

ものである。図３１に示すように、親端末Ａには、基地

局１と通信するアンテナ８１１を有する無線電話本体部

８１２を備えている。無線電話本体部８１２は、無線リ

30 ンク制御部８１３を介して無線モデム部８１４に接続さ

れ、無線モデム部８１４は子端末Ｂ－１との通信に使用

されるアンテナ８１５を有している。

【０１０３】子端末Ｂ（Ｂ－１～Ｂ－３）は、アンテナ

８２１を有する無線リンク（無線モデム）部８２２を備

え、無線リンク部６２２は、無線リンク制御部８２３を

介して端末本体制御部８２４に接続されている。端末本

体制御部８２４には、操作部８２５、音声入出力部８２

６、表示部８２７が接続されている。前記無線リンク制

御部８２３は、コマンド認識部８２３、コマンド解読部

40 ８２９、メモリ部８３０、コマンド実行部８３１、応答

コード生成部８３２を備えている。

【０１０４】かかる構成において、親端末Ａと子端末Ｂ

－１とは図３１に示すフローチャートに従って動作す

る。すなわち、コマンド入力があると、それがコマンド

開始コードであるか否かを判断し（ステップＳ６０

１）、コマンド開始コードである場合には、入力データ

があるか否かを判断する（ステップＳ６０２）。入力デ

ータがあるならば、コマンド終了コードであるか否かを

判断し（ステップＳ６０３）、コマンド終了コードでな

50 い場合には、入力データをコマンド・バッファへ格納す
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る（ステップＳ６０４）。さらに、コマンド・バッファ

がオーバーフローしたか否かを検出し（ステップＳ６０

５）、オーバーフローしていない場合には、ステップＳ

６０２に戻る。また、オーバーフローした場合には、エ

ラーメッセージを出力した後（ステップＳ６０６）、ス

テップＳ６０１に戻る。

【０１０５】また、ステップＳ６０３での判断の結果、

コマンド終了コードである場合には、コマンド・バッフ

ァはエンプティであるか否かを検出し（ステップＳ６０

10７）、エンプティでない場合には、コマンドを解読する

（ステップＳ６０８）。そして、この解読したコマンド

のフォーマットは適正（ＯＫ）であるか否かを判断し

（ステップＳ６０９）、適正でない場合にはエラーメッ

セージを出力する（ステップＳ６０６）。また、フォー

マットが適正であるならば、コマンドを実行し（ステッ

プＳ６１０）、当該コマンドに応じて、各種設定、ダイ

アル発信、自動着信、データ通信、その他のコマンド対

応する処理を実行する。

【０１０６】他方、ステップＳ６０７での判断の結果、

20コマンド・バッファがエンプティであった場合には、コ

マンド実行終了、鳴音中、通信中、キャリア／トーン非

検出、ビジー、エラー、その他の応答コードを出力する

（ステップＳ６１１）。しかる後に、コマンド入力モー

ドが解除されたか否かを判断し、解除されるまでステッ

プＳ６０１からの処理を繰り返し、解除された時点でコ

マンド入力処理を終了する。

【０１０７】（変復調回路の構成例）図３３～図３８

は、親端末Ａ及び子端末Ｂ（Ｂ－１～Ｂ－３）に内蔵さ

れる変復調回路の変形例を示すものである。

30【０１０８】図３３は、直接拡散の変調回路の構成を示

すものである。すなわち、送信データが入力される情報

変調部８１４には、拡散変調部８４２、周波数変換部８

４３、電力増幅部８４４、アンテナ８４５が順次接続さ

れており、拡散符号発生部８４６が発生した拡散符号が

拡散変調部８４２に与えられるように構成されている。

図３４は、直接拡散の復調回路の構成を示すものであ

る。すなわち、電波を受信するアンテナ８５１には、高

周波増幅部８５２、周波数変換部８５３、拡散復調部８

５４、情報復調部８５５が順次接続されている。周波数

40変換部８５４で周波数変換された受信データは、符号同

期部８５６に分岐入力されようになっており、拡散符号

発生部８５７で発生した拡散符号が、符号同期部８５６

と拡散復調部８５４とに与えられるように構成されてい

る。

【０１０９】図３５は、ＱＰＳＫ変調器の構成例を示す

ものである。すなわち、送信データ（０，１）が入力さ

れる直列／並列変換器８６１は、データ変換部８６２、

８６３、乗算器８６４、８６５、及び合成器８６６を介

して、ＱＰＳＫ変調波を出力する送信フィルタ８６９に

50接続されている。両乗算器８６４、８６５間には、発振

器８６８、及びπ／２移相器８６７が接続されている。

図３６は、ＱＰＳＫ変調器の構成例を示すものである。

すなわち、ＱＰＳＫ変調波が入力される直列／並列変換

器８６１は、データ変換部８６２、８６３、乗算器８６

４、８６５、及び合成器８６６を介して、受信データ

（０，１）を出力する送信フィルタ８６９に接続されて

いる。両乗算器８６４、８６５間には、発振器８６８、

及びπ／２移相器８６７が接続されている。

【０１１０】図３７は、周波数ホッピング方式の変調回

10 路を示すものである。すなわち、送信データが入力され

る情報変調部８８１は、周波数変換部８８２、電力増幅

部８８３を介してアンテナ８８４に接続されている。ま

た、拡散符号発生部８８５は、周波数シンセサイザ８８

６を介して周波数変換部８８２に接続されている。図３

８は、周波数ホッピング方式の復調回路の構成を示すも

のである。すなわち、電波を受信するアンテナ８９１に

は周波数増幅部８９２、情報復調部８９４が順次接続さ

れている。高周波増幅部８９２で増幅された受信信号

は、符号同期部８９５に分岐入力されようになってお

20 り、拡散符号発生部８９６で発生した拡散符号が、符号

同期部８９５と周波数シンセサイザ８９７とに与えら

れ、周波数シンセサイザ８９７の出力が周波数変換部８

９３に与えられるように構成されている。

【０１１１】（無線リンクのＲＦ・送受信部の構成例

（Bluetooth用））図３９及び図４０は、親端末Ａ及び

子端末Ｂ（Ｂ－１～Ｂ－３）に内蔵される無線リンクの

ＲＦ・送受信部の構成例（Bluetooth用）の変形例を示

すものである。図３９は、一般的な構成例を示すもので

ある。制御部９０１の送信側には、TX-Data端子に情報

30 変調器（FSK、PSK等）９０２が接続され、Power Contro

l端子に電力制御部９０３が接続されているとともに、R

X/TX端子にアンテナスイッチ９１３が接続されている。

電力制御部９０３は、Ｄ／Ａ変換器９０４、９０５、Ｌ

ＰＦ９０６、９０７、ＦＨ拡散変調部９２６を構成する

除算器９０８、９０９、移相器９１０、合成器９１１を

介してＰＡ９１２に接続されている。ＰＡ９１２には、

前記電力制御部９０３が接続されているとともに、アン

テナスイッチ９１３、及びＢＰＦ９１４を介してアンテ

ナ９１５に接続されている。

40 【０１１２】また、送信側には、アンテナスイッチ９１

３に接続されたＬＮＡ９１６が設けられている。ＬＮＡ

９１６は、ＦＨ拡散復調部９２７を構成する乗算器９１

７、９１８、移相器９２８、ＬＰＦ９１９、９２０、Ａ

／Ｄ変換器９２１、９２２、情報復調器（FSK、PSK等）

９２３を介して、制御部９０１のRX-Data端子に接続さ

れている。また、ＬＮＡ９１６は、ＲＳＳＩ受信信号強

度ブロック９２４を介して制御部９０１のRSSI端子に接

続されている。制御部９０１のClock端子及びFH-Contro

l端子は、ＰＬＬ／ＶＣＯ９２５に接続され、ＰＬＬ／

50 ＶＣＯ９２５の出力は、ＦＨ拡散変調部９２６の乗算器
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９０８と移相器９１０との間、及びＦＨ拡散復調部９２

７の移相器９２８と乗算器９１７との間に与えられるよ

うに構成されている。

【０１１３】図４０は、送／受信の時分割によりＰＬＬ

やＶＣＯを兼用する簡易な構成例を示すものである。制

御部９３１のTX-Data端子に送信部９３２が接続され、R

X/TX端子にアンテナスイッチ９３８が接続されている。

送信部９３２は、Ｄ／Ａ変換器９３３、ＬＰＦ９３４、

ＦＭ変調器９３５、ＰＡ９３６、バースト変調器９３７

10で構成され、ＰＡ９３６はアンテナスイッチ９３８に接

続されている。また、アンテナスイッチ９３８は、ＢＰ

Ｆ９３９を介してアンテナ９４０に接続されている。一

方、制御部９３１のRX-Data端子とFH-Control端子に受

信部９４８が接続されている。受信部９４８は、前記ア

ンテナスイッチ９３８に順次接続されたＬＮＡ９４１、

ＢＰＦ９４２、乗算器９４３、ＢＰＦ９４４、ＦＭ復調

器９４５、閾値検出／クロック再生部９４６を有してい

るとともに、ＰＬＬ／ＶＣＯ９４９、スイッチ９４７を

有している。

20【０１１４】（第２の実施の形態）図４１に示すよう

に、第２の実施の形態にかかるシステムは、親端末Ａ及

びこの親端末Ａと通信可能な子端末Ｂ－１１、Ｂ－１

２、Ｂ－１３とを備えている。親端末Ａは、前述した第

１の実施の形態と同一の構成であって、無線デジタル送

受機能付携帯電話端末であって、無線基地局１、移動体

通信網２、及びネットワーク（有線電話網）３を介し

て、有線電話４やＰＣ５に接続可能であるとともに、ネ

ットワーク（インターネット等）６を介してサーバ７や

ＰＣ８に接続可能であり、さらには基地局１を介して、

30他の携帯電話端末Ａ－１や携帯情報機器９に接続可能で

ある。一方、子端末Ｂ－１１は撮像機能を備えたリモー

トダイアル装置であり、子端末Ｂ－１２は撮像機能を備

えたリモート表示装置であり、子端末Ｂ－１３は撮像機

能を備えたリモート送受話装置である。また、各子端末

Ｂ－１１～Ｂ－１３は腕時計型であって、装置本体１０

１、２０１、３０１と、この装置本体１０１、２０１、

３０１の両端部に係止されたリストバンド１０２、２０

２、３０２を有している。

【０１１５】（親端末Ａ）親端末Ａの回路構成は、図２

40に示した第１の実施の形態と同様であるので、説明を省

略する。

【０１１６】（子端末Ｂ－１１）子端末Ｂ－１１は、前

述した第１の実施の形態における子端末Ｂ－１が有する

構成を全て具備した上で、さらに装置本体１０１の端部

に撮像装置１６１が設けられている。

【０１１７】図４２は、子端末Ｂ－１１の回路構成を示

すブロック図である。このブロック図において、前述し

た図５に示した第１の実施の形態における子端末Ｂ－１

と同一部分については同一符号を付して説明を省略す

50る。つまり、本実施の形態にかかる子端末Ｂ－１１は、

撮像装置１６１を備えるとともに、表示部１２５に画像

表示部１７０をさらに具備する点においてのみ、第１の

実施の形態の子端末Ｂ－１とは異なっている。撮像装置

１６１は、レンズユニット１６２、イメージセンサ１６

３、Ａ／Ｄコンバータ１６４、画像処理部１６５、及び

画像データメモリ１６６を有して構成され、画像処理部

１６５と画像データメモリ１６６とは、バス１１４に接

続されている。

【０１１８】したがって、本実施の形態にかかる子端末

10 Ｂ－１１によれば、前記子端末Ｂ－１と同様の機能を発

生することができるのならず、レンズユニット１６２に

よりイメージセンサ１６３上に結像させた被写体画像を

画像表示部１７０に表示させ、あるいは画像データメモ

リ１６６に記憶させ、さらには画像データを親端末Ａに

送信することも可能となる。

【０１１９】（子端末Ｂ－１２）子端末Ｂ－１２は、前

述した第１の実施の形態における子端末Ｂ－２が有する

構成を全て具備した上で、さらに装置本体２０１の端部

に撮像装置２６１が設けられている。

20 【０１２０】図４３は、子端末Ｂ－１２の回路構成を示

すブロック図である。このブロック図において、前述し

た図１０に示した第１の実施の形態における子端末Ｂ－

２と同一部分については同一符号を付して説明を省略す

る。つまり、本実施の形態にかかる子端末Ｂ－１２は、

撮像装置２６１を備えるとともに、表示部２２５に画像

表示部２７０をさらに具備する点においてのみ、第１の

実施の形態の子端末Ｂ－２とは異なっている。撮像装置

２６１は、レンズユニット２６２、イメージセンサ２６

３、Ａ／Ｄコンバータ２６４、画像処理部２６５、及び

30 画像データメモリ２６６を有して構成され、画像処理部

２６５と画像データメモリ２６６とは、バス２１４に接

続されている。

【０１２１】したがって、本実施の形態にかかる子端末

Ｂ－１２によれば、前記子端末Ｂ－２と同様の機能を発

生することができるのならず、レンズユニット２６２に

よりイメージセンサ２６３上に結像させた被写体画像を

画像表示部２７０に表示させ、あるいは画像データメモ

リ２６６に記憶させ、さらには画像データを親端末Ａに

送信することも可能となる。

40 【０１２２】（子端末Ｂ－１３）子端末Ｂ－１３は、前

述した第１の実施の形態における子端末Ｂ－３が有する

構成を全て具備した上で、さらに装置本体３０１の端部

に撮像装置３６１が設けられている。

【０１２３】図４４は、子端末Ｂ－１３の回路構成を示

すブロック図である。このブロック図において、前述し

た図１５に示した第１の実施の形態における子端末Ｂ－

３と同一部分については同一符号を付して説明を省略す

る。つまり、本実施の形態にかかる子端末Ｂ－１３は、

撮像装置３６１を備えるとともに、表示部３２５に画像

50 表示部３７０をさらに具備する点においてのみ、第１の
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実施の形態の子端末Ｂ－３とは異なっている。撮像装置

３６１は、レンズユニット３６２、イメージセンサ３６

３、Ａ／Ｄコンバータ３６４、画像処理部３６５、及び

画像データメモリ３６６を有して構成され、画像処理部

３６５と画像データメモリ３６６とは、バス３１４に接

続されている。

【０１２４】したがって、本実施の形態にかかる子端末

Ｂ－１３によれば、前記子端末Ｂ－３と同様の機能を発

生することができるのならず、レンズユニット３６２に

10よりイメージセンサ３６３上に結像させた被写体画像を

画像表示部３７０に表示させ、あるいは画像データメモ

リ３６６に記憶させ、さらには画像データを親端末Ａに

送信することも可能となる。

【０１２５】図４５は、各実施の形態において親端末Ａ

と子端末Ｂ（Ｂ－１～３、Ｂ－１１～１３）の送受信に

用いられる送受信データのデータフォーマットを示すも

のである。この送受信データは、アクセスコードＡＣ、

ヘッダＨ及びペイロード（パケット内容）ＰＡからな

り、アクセスコードＡＣは、プリアンブルＰｒ、同期ワ

20ードＳＷ、トレーラＴｒで構成される。無論、これに限

らず、適宜のデータフォーマットを用いるようにしても

よい。

【０１２６】なお、親端末Ａと子端末Ｂ（Ｂ－１～３、

Ｂ－１１～１３）の通信に、Bluetoothを用いる場合、

コマンドとその機能とは下記の関係にある。

【０１２７】（通信制御コマンド）

Create_Connection:他の機器との通信リンクを確立す

る。

Link_Control:Create_Connectionの指示を元にベースバ

30ンド信号処理を制御する。

Link_Policy:ピコネットの管理や制御など、通信リンク

状態を決める。

（モジュール制御状態）

Hold_Mode:モジュールの状態をホールドモードへ移行す

る。

Host_controller_＆_Baseband：ベースバンド処理信号

回路などのパラメータ を設定する。

Write_Page_Timeout：ページ動作（接続要求の処理）を

終了するまでの時間 を設定する。

40Information: ベースバンド信号処理に関する情報を取

得する。

Read_BD_ADDR：無線リンク部（Bluetoothモジュール）

のデバイス・アドレスを取得する。

Status:ベースバンド信号処理回路の状態を読み込む。

Read_RSSI：受信信号強度を示す情報を読み出す。

Terting:ベースバンド信号処理回路をテストモードに移

行する。

また、パケットと機能とは下記の関係にある。

【０１２８】（パケット）

50イベント・パケット：無線リンク部（Bluetoothモジュ

ール）から、機器本体制御部へ、コマンド処理の終了や

処理結果などを応答送信するパケット。

ＡＣＬデータ・パケット（非同期、コネクションレス型

通信）：非同期データを送受信するためのパケット。

ＳＯＣデータ・パケット（同期、コネクション型通

信）：同期データを送受信するためのパケット。

【０１２９】また、以上に示したBluetoothのコマンド

等に限らず、例えば米国Ｈａｙｅｓ社モデムＡＴコマン

ドを用いるようにしてもよい。

10 【０１３０】

【発明の効果】以上説明したように本発明は、システム

外部と通信可能な親端末と、この親端末と無線通信可能

な子端末とで構成される通信システムであって、親端末

において実現すべきシステム外部との通信機能の一部を

子端末が備え、無線通信により親端末を介して子端末と

システム外部との通信を実現する実現手段を備えるよう

にしたことから、親端末と子端末とを携帯することによ

り、子端末にて親端末を介してシステム外部との通信を

実現することができる。したがって、親端末において実

20 現すべきシステム外部との通信機能の一部は子端末が備

えていることから、親端末を小型化できるのみならず、

充分な面積の表示部を実装したり、操作し易い大きさの

キーを設けたり、あるいは容量的に充分な電池を搭載す

ること等が可能となり、表示性や操作性、電池容量等の

使い勝手に関する基本的な機能を確保することができ

る。また、子端末は親端末において実現すべきシステム

外部との通信機能の一部を備えているに過ぎないことか

ら、子端末の体積が大きくなったり装飾性が損なわれる

ことがない。よって、使い勝手に関する基本的な機能を

30 低下させることなく、携帯性を向上させることのでき

る。

【０１３１】また、子端末あるいは身体装着型無線通信

端末に、親端末が発呼動作を行うに必要な発呼データを

入力するための手段と、入力された発呼データを親端末

に送信する手段とを設け、あるいは、親端末から送信さ

れる着信信号と表示データとを受信する手段と、この受

信した信号及びデータに基づき表示する手段とを設け、

あるいは、音声信号の送受信及びその受信した音声信号

の再生機能を設けるようにしたことから、これら子端末

40 を選択して携帯することにより子端末側で、発呼、受信

データの視認、ハンズフリーによる通話を行うことがで

き、目的に応じた利便性の向上を図ることができる。

【０１３２】また、子端末あるいは身体装着型無線通信

端末が、撮像手段を更に備え、撮像された画像データ

を、親端末を介して前記外部システムへ送信させるよう

制御する通信制御手段を備えることにより、親端末が有

していない撮像機能を付加することができるとともに、

撮像した画像の親端末への送信、さらには親端末からシ

ステム外部への送信も行うことが可能となる。

50 【０１３３】また、子端末あるいは身体装着型無線通信
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端末を使用者が腕に装着して好適な形状を模すようにし

たことから、親端末をポケットや鞄等に入れて携帯し、

子端末のいずれかを目的に応じて選択して腕に装着して

携帯することができ、これにより携帯時の利便性を一層

向上させることができる。

【図面の簡単な説明】

【図１】本発明の第１の実施の形態を示すシステム構成

図である。

【図２】親端末Ａの回路構成を示すブロック構成図であ

10る。

【図３】親端末Ａの基本動作を示すフローチャートであ

る。

【図４】子端末Ｂ－１の外観構成及びリンク関係を示す

図である。

【図５】子端末Ｂ－１の回路構成を示すブロック図であ

る。

【図６】親端末Ａと子端末Ｂ－１との動作シーケンスを

示す図である。

【図７】親端末Ａと子端末Ｂ－１の使用例を示す図であ

20る。

【図８】親端末Ａと子端末Ｂ－１との動作シーケンス変

形例を示す図である。

【図９】子端末Ｂ－２の外観構成及びリンク関係を示す

図である。

【図１０】子端末Ｂ－２の回路構成を示すブロック図で

ある。

【図１１】親端末Ａと子端末Ｂ－２との動作シーケンス

を示す図である。

【図１２】親端末Ａと子端末Ｂ－２の使用例を示す図で

30ある。

【図１３】親端末Ａと子端末Ｂ－２との動作シーケンス

変形例を示す図である。

【図１４】子端末Ｂ－３の外観構成及びリンク関係を示

す図である。

【図１５】子端末Ｂ－３の回路構成を示すブロック図で

ある。

【図１６】親端末Ａと子端末Ｂ－３との動作シーケンス

を示す図である。

【図１７】親端末Ａと子端末Ｂ－３の使用例を示す図で

40ある。

【図１８】メモリダイアルの読み出し要求動作シーケン

スを示す図である。

【図１９】メモリダイアルの書き込み要求動作シーケン

スを示す図である。

【図２０】メモリダイアルの読み出し／書き込み異常終

了動作シーケンスを示す図である。

【図２１】メモリダイアルの読み出し／書き込みの正常

終了動作シーケンスを示す図である。

【図２２】メモリダイアル発信時の暗証番号照合動作シ

50ーケンスを示す図である。

【図２３】メモリダイアル発信時の発信要求動作シーケ

ンスを示す図である。

【図２４】メモリダイアル発信の異常終了動作シーケン

スを示す図である。

【図２５】無線リンク内蔵機器のソフトウェア・スタッ

クの構成例を示すブロック図である。

【図２６】Ｌ２ＣＡＰによる無線リンク制御構成を示す

ブロック図である。

【図２７】無線ヘッドセットのプロトコル・スタックの

10 構成例を示すブロック図である。

【図２８】親子電話／コードレス電話のプロトコル・ス

タック構成例を示すブロック図である。

【図２９】ダイアルアップ（ネット接続）・プロトコル

の構成例を示すブロック図である。

【図３０】ファイル転送／シンクロ・プロトコルの構成

例を示すブロック図である。

【図３１】無線モデム制御の構成例を示すブロック図で

ある。

【図３２】無線モデム制御の制御手順を示すフローチャ

20 ートである。

【図３３】直接拡散の変調回路の構成例を示すブロック

図である。

【図３４】直接拡散の復調回路の構成例を示すブロック

図である。

【図３５】ＱＰＳＫ変調器の構成例を示すブロック図で

ある。

【図３６】ＱＰＳＫ復調器の構成例を示すブロック図で

ある。

【図３７】周波数ホッピング方式の変調回路の構成例を

30 示すブロック図である。

【図３８】周波数ホッピング方式の復調回路の構成例を

示すブロック図である。

【図３９】無線リンクＲＦ・送受信部の一般的な構成例

を示すブロック図である。

【図４０】無線リンクＲＦ・送受信部の簡易な構成例を

示すブロック図である。

【図４１】本発明の第２の実施の形態を示すシステム構

成図である。

【図４２】子端末Ｂ－１１の回路構成を示すブロック図

40 である。

【図４３】子端末Ｂ－１２の回路構成を示すブロック図

である。

【図４４】子端末Ｂ－１３の回路構成を示すブロック図

である。

【図４５】親端末と子端末間での送受信に用いられるデ

ータのフォーマット図である。

【符号の説明】

Ａ            親端末

Ｂ－１        子端末

50 Ｂ－２        子端末

( 18 ) 特開２００２－１２５０３９

Petitioner Samsung Ex-1009, 0018



35 36

Ｂ－３        子端末

１            無線基地局１

２            移動体通信網

１０１        装置本体

１０３        ダイアル入力表示部

１０４        通信先選択表示部

１１０        ダイアル操作入力部

１１６        プログラムメモリ

２０１        装置本体

10３０１        装置本体

４０１        携帯電話機能部

４０２        リンクソフト部

４０３        リンクハード部

４０６        送受信部

Ｂ－１１      子端末

Ｂ－１２      子端末

Ｂ－１３      子端末

１６１        撮像装置

２６１        撮像装置

10 ３６１        撮像装置

【図１】 【図３】

【図１８】 【図２０】
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【図４】

【図２４】
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【図６】
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【図８】

【図１６】

【図２２】

( 22 ) 特開２００２－１２５０３９

Petitioner Samsung Ex-1009, 0022



【図９】

【図１０】

【図２３】

【図３３】
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【図１２】 【図１９】

【図３４】
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【図１４】

【図３５】

( 25 ) 特開２００２－１２５０３９

Petitioner Samsung Ex-1009, 0025



【図１５】

【図１７】 【図２１】

【図３７】
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【図２６】

【図２７】
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【図２９】

【図３０】
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【図３１】

【図３２】

【図３８】
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【図３６】

【図３９】

【図４５】
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【図４１】
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